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I 調査の目的

との鯛査は、最近における滑姉化の進展や渉業の進展によって、貴重な自然が損壊されつつある

現状にかんがみ、北海道においてもっとも環境変貌のいちじるしい札樽地区およびその周辺を対象

として、自然を保誰すべき地域や地点の実態を把握するとともにこれを保渡するために必要を対策

を検討し、今後の自然保護計画策定の指針としようとするものである。

H調査地域・項目。方法

Ⅱ－1 調査地域

札幌市、小樽市、江別市、広島町および石狩町の全域

Ⅱ－2調査対象

（1）生活瑛境の保全上必要な地域｡､市街地内であうて、次に該当するもの。

ア保存する必要のある樹林地

イ新たに緑化をはかる必要のある地域

(21主要道路の街路樹

ア現存するもの

イ造成する必要のある地域

（31国土の保全上必要な地域

山崩れ、地§こり、洪水、風、雲霧飛砂等の災害の防止上必要を地域

（4） 自然の風致のすぐれた地域

市街地外であって、次に該当するもの。

アすぐれた自然の風致を呈す．る地域

イ市街地あるいは国。道道から望見される地域(5Kmの範囲）で、自然の風致を維持す

る必要のある地域
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ウ市街地あるいは国．道道から望見される地域(5恥の範囲)で､修景植栽をするk要
のある地域

(5)保健休養上重要な地域

地域住民が保健休養あるいはレクリエーションの目的で利用している樹林地､緑地室た

はそれを造成する必要のある地域

(6)教育研究上参考となる地域

教育研究あるいは歴史上貴重を自然の素材および地域

(7) 名木美林

櫛木、並木、樹林などで、由緒・由来のあるもの、住民に親し雀れ､敬愛されているもの

(81地質および地形上重要を地域

(9)考古学上に重要を地域

,3調査内容

(1) 自然を保護すべき地域等の現状

ア調査対象の種類

イ位置お､よび区域

ウ面積室たは数量

エ地況

航地形

（ｲ） 地質

オ地被

嗣動物

い植物

力権利制限

、土地所有区分

い法令等による制限の種類

キ土地利用の状況

農業、林業、水産鉱業観光、電力等

ク施設の状況

㈱道路

州建造物

（9）

Ⅱ－3
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ケ現在の保護対策および利甲上の問題点

．その他

（2）現状変更計画の有無と概要

宅地開発、道路開削、農林水産業、鉱工業、綴光等によって､調査対象の現状が著しく

変更されるお､それのあるものについては、その地域等、言f画の概要およびその影響

（3） 自然保護計画等に対する意見

地域等の現状および特性、をらびに将来予測される発展方向にもとづき、自然の保護お

よび利用計画を立案するうえでの参考とたる意見を記載する。

ア札樽地域の経済的・社会的発展方向

イ保護の方向

け）全体についての方針

い調査対象の種類ごとの方針

ウ利用の方向

、全休についての方針

㈱調査対象の種類ごとの方針

Ⅱ－．－4調査方法

既往の調査資料、空中写真等を有効に活甲するとともに、現地調査を行をい、資料を収集、

分析し、とりまとめる。

以下の報告において、第Ⅲ章の調査結果の内、植物に関しては辻井達一、地形および地質に関し

ては石川俊夫、考古学上の問題に関しては大場利夫が主として担当した。調査委員の意見は第Ⅳ章

にとりまとめた。第V章の綜括については横山誘（北海道開発コンサルタントKK)が参画した。

とりまとめの資任は辻井達一にある。
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Ⅲ調査結果

Ⅲ－1 小樽地区

小樽地区は西は余市町とフゴッペ岬で、東は銭函で札幌市および石狩町に接する。南は朝里

岳で赤井jl肘に連なり、北は石狩湾に面する。との地区は地域として玄ず大きく(1)小樽海岸と、

（2畷背山地とに区分され唇(1)は更に西から(i)闘島・忍路, (ii塩谷pオタモイ, 011赤岩・祝津，

帥小梅港,M朝里,- ･帥張碓および@i践函に、童た(2"(i)閥島･塩谷山地と(il)朝里山地にそれぞ

れ区分される。

m－1－1 小樽海岸

小樽地区の海岸は、郷島の一部と、銭函の一部に砂浜があるほか、大部分は急崖をともなう

岩海岸である。

(i)簡島・忍路

忍路はポンマイ崎、兜岩、竜ケ岬を尖端として北に突出した半島で、内に忍路湾を抱く。

半島の西の基部には砂浜があって、いわゆる闘島海水浴場として古くから利用されている。

忍路湾を中心とする岩海岸は、海産物の豊富なところとして知られており、臨海実験所も

設けられている。陸上植物群集としてはカシワ、イタヤカエ完シナノキが急崖上部および

海岸台地上に発達している力、忍路一丁目以南では耕地化されているところが多く、自然状

態は余りよく保たれていない。兜岩には比較的分布の限られている植物としてオショロソウ

（バシクルモン:Apocynumvenetuml｣･キョウチクトウ科）が若干生育するほか、

コハマギク、イワヨモギ、カワヨモギなど岩地性の海岸植物を散生する。

(il塩谷・オタモイ

塩谷・オタモイを中心とする一帯は、海岸急崖の発達したところで、景観的にきわめて秀

れており、その片鱗は桃内、塩谷あたりの国道から望見することが出来る。崖上は主として

カシワ、イタヤカエ気シナノキに占められる。

(iiリ赤岩・祝津

小樽港の西を限ぎる赤岩・祝津は、海岸線の出入がやや大きく、岩礁も散在して景観の変

化に富むところである。赤岩は急斜面と岩峯でロック・クライミングの場所として知られ、

頂部にはエゾイソツツジを主として若干の寒地性植物をみる。祝津は赤岩に連らなる景勝の

地であるが、近年ととに山沿い斜面が宅地として開発されるようにたって来た。また海岸沿
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いには水族館、諸種の売店などが設けられるようにたった。

IW小樽港

高島と平磯岬を結ぶ線（防波堤の内側）の内側の海岸は小樽港および市街地であって自然

景観_昼見るべきものはないが、手宮公風小樽公鴎水天宮、住吉神社、潮見台浄水場に

はいずれもミズナラ、カシワ、イタヤカエデ、シナノキなどの大径樹が残っていて、かって

の自然植生を堆定する－つの鍵と左っている。

(W朝里

朝里!I胸口を中心とする朝里海岸は、小樽地区の海岸ではもっとも傾斜のゆるやかなとこ

ろであるが、建築物は比較的少ない。しかし、古くから耕地が開けていて、自然植生には乏

しい｡

Ⅳ、張碓

神威古潭から張碓にかけては手稲山地がもっとも海に迫っているところで、急崖がほとん

ど直接海に落ちこんでいる。しかし、海岸線の出入に乏しいので景観としてとくに目立つと

ころではない。断崖上にはミズナラもカシワ、イタヤカエデ心シナノキ、オガラバナをどが

多く、斜面にはエゾニワトコ、ニセアカシア、ヤマアジサイ、タニウツギを生ずる。

張碓橋以下の張碓川流域溪畔斜面と、神工園とエばれる一帯は、いずれも風致のすぐれた

ところである。前者の地域では比較的溪畔樹種に富み、後者の地域では樹木は少ないが大小

の岩石が散在して特色ある風景をなしている。

Ⅳi銭函

小樽市の最東端に位慨する銭函海岸は、和宇尻から銭函町にかけての礫浜と、浜中から小

樽内川河口玄での砂浜とに分けらjlる。和字尻一銭爾間の海岸では海岸線沿いに鉄道が通っ

ており、自然植生に乏しい。小樽内川河口室での砂浜は、ほとんど海水浴場として使われて

おり、砂浜植生は多かれ少をかれそれらの影稗を蒙むっている。砂丘にはハマナス群集が発

達しており、一部には旧砂丘悶湿地要素としてトクサを混壁るのがみられる。

砂丘林の発達は特記すべきものがあり、野地から小樽内川河口へかけての砂丘およそ10

鮒nにわたってカシワ、 ミズナラ、イタヤカエデを主とする林が形成されており、その巾は

50077Z,から1.000"に達する。林床植生としてはクマイザサが圧倒的に優占する力､ ト

クサを含む個所も少なくたい。

特殊を植生として銭函町寄りのゴルフ場を中心としたシバ群落がある。シバの生育につい

ては自生とみるよりも何らかの手段による移入と考えられる力鳥現在のところ北海道におけ
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るその北限としてよいだろう。

Ⅲ－1－2小樽山地

(i) 閲島・塩谷山地

小樽市の南西部を限ぎる山地は、小樽俳鳥毛無山、於古発山など600mから700FTZ,前

後の低い標高をもつ山なみで余市町および赤井Ⅱ肘に接する。毛無山、丸山℃於古発山の一

帯はほとんどカラマツを主とする人工林に占められる。閲島、塩谷へのゆるやかな斜面には

耕地が多いが、イタヤカエデ、 ミズナラ、シナノキを主とする広葉樹林もみられる。しかし、

そのほとんどは二次林で、大径木は少をい・

(ii)小樽市南東部の山地および海岸斜面は、地形的にも植生的にも南西部より変ｲﾋに富んでい

る。

すなわち、南東部山地は、朝里岳(1.28077z,)、朝里崎屏風岳(76.4刀2,）、春香山

（906刀2,）、銭函峠、および奥手稲山（949m）から北へ下-,て星腫の滝に達する線で

札幌市と境される。この中に朝里)Ik張碓jIL銭函川お､よび星禮川をどが含まれ、さた屏風

岳などには露岩があるなど景観に富んでいる。

この山地の植生は、一般に標高500ないし6007"以下のミズナラ、イタヤカエデ篭サ

ワシバ、シナノキ、ホウノキ廷キタコフ．シ、ハルニレ、ヤマハンノキなどを主とする広葉樹

林、その上部から700ないし800"Z,前後をでのトト・マツ、エゾマツを混える針広混交林、

主として300池から上部にかけてのシラカンバ、ダケカンバ林およびこれにトト･マツ、エ

ゾマツの加わった針広混交林に大別される。

更に、沢通りにはヤマハンノキ、キハダ、アオダモ、センノキ、オニグルミ、カツラゼヤ

マモミジなどが多くみられる。一般に林床はササが優占するが、こうした沢通りではオシダ、

シラネワラピ、 リロウメンシタ､ジュウモンジシ夕．などのシダ類も多くみられる。

Ⅲ－1－3 自然保護上の問題点

（1）生活瑛境の保全上必要を地域について

4総地区については市街地内の樹林で現存するものは甚だ少ない。前述の小樽公塁手

宮公園はいずれも緑地として更に整備されたければならをい・

(21主要道路の街路樹について

小樽地区の主要道路の街路樹は、国道5号線沿いの一部（朝里町附近）を除いてきわめ

てととのっていない。市内の路線は、道路巾員のせまいこともあへて、著しく並木に欠け

ている。樹種もプラタナスが多く、特長がたい。この地区については－般に海岸に近いと

･－6一・



とを考慮して樹種選定が行をわれるべきである。同時に、ことに海ぎわを走る国道沿いに

ついては、高木よりも適当な低潅木樹種の利用が考えられるべきであろう。

(31国土の保全上必要な地域について

本地区の海岸線は、景観的にも重要であると同時に国土保全上、ことに注意して守られ

たければたらない。海ぎわの急崖ではことに表層の土壌がしばしばきわめて薄いことがあ

り、道路その他の構築物の設定には十分、注意したければ植生の恢復は困無である。こう

した例は、塩谷海岸沿いの道路法厩祝津附近の崖、張碓神工園附近についてみられる。

銭函から小樽内川河口までの石狩砂丘および砂浜は蕊飛砂、砂丘移動の防止廷後背部の

林地および耕地の保全のために十公守られなければならない。不注意な海浜植生の破壊

採砂などはきびしく規制されたければたらをい・

(4) 自然の風致のすぐれた地域について

小樽堆区の自然風致のすぐれたところとしては、やはり海岸景観が筧一に挙げられる。

先きに述べたように、海岸台地および山腹斜面の大部分は耕地這宅地あるいは人工林化

されているところが多く、小樽地区としては海景を中心として考えるべきであろう。忍路、

オタモイ、祝津および朝里浄張碓海岸の急崖と、その上部を被う海岸林は十分に保護され

る必薯がある。

山地としては朝里毎奥手稲山への一帯が、この地区としては重夢なところとされる。

ここも、すでに若干の伐採が行なわれてはいるが、比較的樹種に常灸ととに秋の景観が

美しい。

張確神工園附近は、地形の変化に富み、海景と共に賞すべきところが多いが、道路の

設定と、それにともたう諸種の建築物をどによって著しく破壊されつつあり、修景的植栽

を必要とする。

(5)保健林P休養上重要な地域について

本地区で、従来からレクリエーションなどの対象とされているのは藤島、祝津および銭

函海岸（海水浴場）と、小樽後背部および朝里山地（朝里温泉を中心とした一帯）のスキ

ー場とである。本地区は、 （行政区域からは）内陸への奥行きはせまく、山地や森林に現

存する休餐地はほとんどをい・小樽峠を南にこえた赤井川村は、将来の休養地造成にきわ

めて有望なところと考えられる。

(6)教育研究上参考となる地域について

忍路湾をかこむ半島部ととに兜岩を中心とした一帯は、岩地性海岸植物に富むところ

･－7－．



として保存されるべきである。また、赤岩附近も面積はかぎられているが、同様に注目さ

れる。

(7) 名木・美林について

小樽地区についてはとくに名木・美林と称されるものはない。閥島から余市にかけての

国道沿いに、クロマツの植栽があるが、疎生したもので美林とはいいがたい。

(8)地質お､よび封1形上重要な地域について（札幌一小樽一余市間国道）

札幌、小樽間の所謂札樽国道は北海道の代表的な道路として注目されているものだけに、

国道周辺の自然の美しさが保たれ、よき調和が考慮されたければならない。国道に沿う山

地の樹木が切られ、赤い山脈の山肌の露出した採石場は著しい汚点を与えている。この地

域で砕石として甲いられている岩石は殆んど安山岩で、沿道の山地を櫛成している岩石に

は同種の安lll岩が多く、特別な種類の岩石ではをい・従って採石現場を国道より見えをい

裏側におくことも可能であり、採石申請にあたって、その指導が大切である。土地所有者

との関係から安易に許可を与えるととの左いよう、公道周辺の瑛境の美を重んずるべきで

ある。

札樽国道は地形上屈曲が多いのが特徴であるが、張碓川河口近く、河道に沿って深く屈

曲している道路に囲交れた流域は樹林繁茂し、休養の公園地として利甲出来る環境を有し

ている。交通繁雑な国道に沿ってこのような自然環境の残されていることは稀なことで、

慰安の場として活甲すべきところである。
ふこっぺ

小樽西方塩谷、忍路、闘島審部の海岸に沿う国道の部分は海岸の景観を楽しむ最も優

れた部分であり、地学的にも凝灰質砂岩凝灰岩、集塊質凝灰蟇集塊岩の堆積産状を観

察出来る見学地であ外との沿道は自然の観察鑑賞の地域として種なの建設物の加えられ

ないことが望ましい。

審部の古代文字のある洞穴遺跡前には既に余市町の尿尿処理場が建てられているが、植

林による被蔽などによる環境美化が必要であろう。

(9)考古学的重要地域について

小樽市は石狩湾に臨んで位滑し、余市町は積丹半島の基根部に位置しており、両者とも

日本海に北面しているが、いずれも地理的には漁携上、交易上要衝と考えられる地域を占

めている。おそらく先住民族にと勺ては、海産に恵玄れ、一方海路を経て交易も行われた

絶好を場所であったように考えられる。それを証明するように、小樽市から､余市町にか

けた海岸段丘上並びに河川の流域には、縄文文化期一続繩文文ｲﾋ期一擦文文化期の遺跡が
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多数分布している。本地域に見られる遺跡の中には、北海道内では類例のをい種類の遺跡

が存在している。すなわち小樽市手宮並びに余市町フゴッペに存在する、いわゆる「古代

文字」といわれる岩壁彫刻、小櫛・余市付近にのみ濃厚に分布する巨石文化、すたわち環

状列石（ストン・サークル）と、その他の積石遺椛をどである。

今知られている資料によって、小樽市並びに余市町及びその周辺における遺跡について総括

すれば、現在確認できる遺跡は、小樽市で約150ケ所、余市町では約30ケ所を箕えること

ができる。小樽、余市地帯は先述した札幌地域、石狩・手稲地域、江別地域、恵庭・広島地域

では見られたい、岩壁彫刻、現状列石も積石遺構とい今た特異な遺跡が存在していて注目され

る地域である。なお､岩壁彫刻は目下の処、小樽市、余市町のほかは、本州を含めた日本国内で

は発見されていない。おそらく北方大陸からの伝来による文化であるように考えられる。また

環状列石は小樽市、余市町の地域の他では、北部では音江町萢南部では狩太町、函館市日吉町

に分布し、本州では秋田県大湯町に分布しているが、本遺椛も分布が限定されている。玄た積

石遺構については充分研究がたされていたいので不明のことが多い。

小揮市並びに余市町に存在する遥跡の形成年代を見ると、きず余市川上流地域には先土器文

化（旧石器文化）の年代の遺跡が存在していることが確実である。その他では繩文文化早期の

年代から同前郷同中期、同後期、同晩期の遺跡が存在し、更にそれ以降続縄文文ｲﾋ抑L擦文

文化期、アイヌ文化期に至る各年代の遺跡が存在している。従って本t域には数万年も以前か

らアイヌ民族の年代までの、数万年間に亘って先住民族が居住していたということができる。

（ 「先史文化の変遷」参照）。本地域に存在している遺跡の種類については前述した如くで

あるが、洞窟遺跡、巨石記念物といった遺構は、糖密に調査を行えば、本tt.域の山陵地帯、海

岸地帯に誉だ埋没して存在している可能性が多い。小樽市及び余市町から出土した遺物は、主

として小樽市立博物鱈余市町立資籾館に夫々保管展示されている。

Ⅲ－2石狩地区

石狩雄区は石狩平野の北端に位置し、石狩川河口にひろがる平坦なところで、地形的特徴に

乏しい。小区分として1.石狩海岸、 2花畔・生握3紅葉山砂丘に区分される。

m－2－1 石狩海岸

石狩海岸砂丘は、北海道日本海岸における砂丘の代表的左ものの一つである。砂丘は銭函か

ら北へ石狩川河口を経て知津狩までおよそ25Kmにお､よび、その巾は500"Z'からl.20077Z,

に達する。砂丘の最高点は中部で10"Z,前後である。

砂丘の植生は、汀線から100m童でいわゆる砂浜植生として、ハマヒルガオ、ハマニガナ、
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ハマアカザを生じ、以降’50左いし200”にわたってハマニンニク、ハマナス、ハマエン

ドウ、コウポウムギ、コウポウシバもカワラナデシコ、キバナノカワラマツパをどいわゆ愚海

浜植物を生ずる。

海岸林は、との海岸でもっとも特徴的なものでミズナラ、カシワを主としてところによりヤ

マハンノキ、キハタ、イヌエンジュ、 イタヤカエデ、ハシドイなどを混じ、林芳の巾はしばし

ば1．00m72余におよぶことがある。林床は主としてクマイザサが優占するが雪波状地形の低

部にはトクサをどを多くみるところがある。

Ⅲ－2－2平野

(i)花畔．生振

花畔･生振を中心とする平野部は､石狩川の運甫物が石狩砂丘と、紅葉山砂丘との間に堆

積して生じたところであz,。

この部分は、肥沃で、水にも恵富れていることから古くから耕雄として利甲され、原植生

を残すところは少ない。ただ耕地防風林として残されたヤチタ.モ､ハンノキを主とする林地

にその片鱗をうかがうことが出来る。この種の耕地防風林としては旧石狩川虻かと在れた袋

状の地域の内、生振基線附近にあるものがもっと代表的である。石狩川右岸の平野部にはと

り立てて記すほどの自然景観はたいカミ背景として厚田、当別の山地植生は保全されるべき

であろうと考えられる。

(ii)紅葉山

紅葉山は、石狩海岸砂丘からおよそ生500”内陸側に、これとほぼ平行に並んでいる古

砂丘である。砂丘は手稲寄りの融山から、最高点の紅葉山(18.577Z,)を経て上花畔で旧石

狩川に切断され､生振では数個の小丘とたって分散している。ここには、石狩海岸林と同じ

ようにミズナラ、カシワ、イタヤカエデ、ヤマハンノキ、イヌエンジュなどが多い。林床に

はササが優勢であるが、開けたところではニセアカシアが多く、ススキやヤマアワの草原に：

左っているところもある。

（1）生活環境の保全上必要な地域について

石狩地区については、市街雄内にあって保存すべき樹林地は存在しない。将来への問題

として石狩町市街雄の南部花畔市街地の周辺ことに花畔小学校を中心とした区域に、樹

林を含む公園施設が設けられたければならない。

（2）主要道路の街路樹について

石狩地区における主要道路としては、札幌から石狩に至るいわゆる石狩街道（国道231
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号線）と、手稲町から花畔に至る道をとがある。

との両者ともに街路樹は今のところほとんど無いに等しい。今鶴並木もしくは一歩を

すすめて緑道の整備が求められる。

(31国土の保全上必要を雄域につIハて

石狩海岸については、小樽堆区の一部につづいて､砂丘お､よび砂浜植生の保全が要求さ

れる。本堆区については私有地の採砂が問題にたるであろう。

(41 自然の風致のすぐれた地域について

石狩砂浜および砂丘林は、単調ではあるが特異な景観として推奨される。ここは国有保

安林となっているが、砂浜での採砂を規制し、自動車の乗り入れを術I帳するなどして更に

十分な保護が加えられるべきであろう。

石狩および花畔周辺には、ヤチダモ、ハンノキを主とする防風林が分布している。これ

らは本来、耕地防風を目的として設定されたものであるが、今後は宅雄あるいは工場用地

防風林もしくはいわゆる遮断林としての効果が期待される。

(5)保健休養上重要を雄域について

．；､石狩川旧流路、いわゆる茨戸湖はざ札幌鬮に数少ない内水面とじてレクリェーシ百ンに

甲いられているが、なお諸設備をともなわず、十分な利甲効果を挙げるに至っていないb

周囲の緑化遥榔林育成も絃左はだ不十分である。

茨戸ゴルフコースについても同様たことが考えられる。

石狩海浜は、樹林形成に先き立って海浜植物の保護と育成が必要である。ことに石狩市

街雄から石狩灯台に至る間の植被は不完全で、今後は十分に手入れされをければたらない。

(6)教育研究上参考となる地域について

石狩海浜、砂丘林については先きに述べたkうに、北海道有数の海岸林として保護が必

要である。天然林を利した耕地防風林の中では、生振のものがもっともすく．れており、植

物だけでなく、動物の生息環境としても保存されるべきであろう。

(7) 名木美林

本地区には名木美林としてとくに著名左ものはない。

(8)地質および地形上重要な地域について（札幌一石狩間道跨）

石狩川下流の低地帯は北海道最大の川である石狩川によって運搬されて来た物質によっ

て埋立てられた平地であって、この低平堆を石狩川は著しい蛇行を繰返しながら石狩町の

北方で日本海に注いでいる。流路は洪水など随ようてしばしば変り、童た洪水対策として
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人工的に直線的に切り替えられ、古い流路はその注L河跡潮（三ケ月湖）やをごり川とし

て本川と切り離されて残っている。これは大きい川の下流低地帯に見られる特徴的な地形

でもあり、特有の景観として観光面にも利用される。地学的にはその川の長い歴史の一断

面を示し、注たある時の事件を語るものとして興味があり、風致としても残さるべきもの

がある◎

ペケレット湖も一つの河跡湖である力島この湖を利甲し、その周辺に植林し、その南湖

辺には美しい芝生を敷いたペケレット園がある。湖には人工的加工はなく、周辺に林間歩

道をつくり、樹間より眺める湖は水草が多く、静かで美しい。自然を取り入れ､とれをよ

く生かしている庭鰹として鑑賞すべき価値がある。

茨戸は石狩川の最も屈曲した〃なごり川〃の一部で、ポート練習コースとしても利甲さ

れ、童た観光地にもたって施設がある。ペケレット湖のような静かを落ちついたふんいき

はないが子供の遊園地として必要なものであろう。今後河岸の櫛林の保護が必要であり、

童たこのなごり川や河跡湖というものの成因や平野の生成の解説を来遊する小学皇中学

生に与える説明板あるいは、石狩川下流部の模型を備えた小資籾館をどの設置が望室しい。

茨戸より西方に1Kmで紅葉山砂丘を横ぎみ。との砂丘は海岸から約RKInの内陸に在る風

稜砂丘で下手稲新川橋より茨戸交で約RKIm、石狩海岸に平行して連亘し、かつての海岸線

を現すものとも云われ、雄学的には重嬰である。その幅は200～500碗へ最大1．0，0

刀2，におよぶところもある。標高は最大18．5”で石狩海岸砂丘より著しく高いが、内陸砂

丘は海岸砂丘よりも著しく大であることが特徴とも云われている。との砂丘上面には起伏

があるが、東北部は大きく二列の砂丘に分れている。この砂丘も長年の間に人工的に変化

し、原形を止めたいところも多くたっているが、保護されるべきものである。
8…<ろら

この内陸砂丘によって海岸側の花畔低地と内側の太美低地に分けられる。この2つの低

地は性格を異にし、太美低湿地は紅葉山砂丘列によって妨げられた石狩川や特に当別川に

よって埋め立てられ、泥炭を含む低湿地となっている。これに対して花畔低地は古い海浜

砂の堆積して出来た典型的な海岸平野で、波状面を示し、 8～4”の差の起伏の縞は海岸

線に平行している。

分部越は石狩海岸砂丘の中心部で日本海岸に沿って幅200m,～300"Z"で直線的に南

西銭函海岸新川河口より石狩川河口に至る約80KIpもの間長く続いている。標高は最高10

7”で海岸側が高く霊砂丘面には起伏がある。石狩町はこの北東端の砂丘の上に建設された

町であり、近年分部越西方部の砂丘は次第に工場用地として利甲される傾向がある。
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分部越は現在は海水浴場としても利甲され、砂丘の風致も保たれているが、今後壮大な

海岸砂丘景観の失われたいように保護する必要がある。

(9)考古学的重要地域について

石狩町並びに手稲町は、石狩湾に臨み、日本海に発した石狩川の河口流域を占めている。

従って地理的には漁携及び狩猟に最も適した地域であるので、かつての時代にはおそらく

かたり多くの先住民が生活していたことと推察される。それにもかかわらず本地域内では

充分な調査が行われていないのでも大遺跡は玄だ発見されていたい。現在判明している範

囲では、石狩川の南岸で支流の発寒川北岸の低位段丘に分布が見られる。すなわち紅葉山垂

砂山を中心として、石狩町花畔から手稲町にかけた段丘上に散発的に遺跡が発見されてい

る。童た石猿川の東岸流域雄帯で石狩低堆帯より高位段丘に移行する堆帯、すたわち厚田

町も聚富村知津狩より石狩町高岡を経て当別町に至る注での雄域、殊に聚富町、高岡村伊

達山には、札幌市周辺の高位段丘上に見られるよう左、繩文文化中期の遺跡が分布してい

み。注た所によへては発寒川北岸雄帯と同年代か、それ以降のすなわち縄文文化後期以降

の年代の遺跡も存在している。

石狩町、手稲町及びその周辺に存在-ずる遺跡については、昭和初年に河野広道博士、高

倉新一郎博士らによ見て遺跡の踏査が行われているが、本格的左発掘調査は友されたか勺

た。しかし近年に入旬て北海道教育大学札幌分校考古学研究室札幌市西高等学校郷土研

究部同光星高等学校郷土研究部の諸氏及び高木憲了・上野秀一・倉谷泰賢氏らによって、

遺跡の分布調査が活発に行われて、夫々の調査報告書が公表されたので、次第に遺跡の状

態が明らかに左冗てきている。

昭和43年7月に行われた紅葉山遺跡は、発寒川北津標高5～10"Z,の低位段丘上に位

置し、行政上は花畔村と樽川村に左たが‐た馳城に存在している。本遺跡は藤本英夫氏ら

を中心とした調査団によ=､て発掘が行われたが、続繩文文ｲﾋ期の填墓であることが明らか

にされた。寮た石狩町内では旧石狩川に沿った南、北、西の各域の河岸すたわち八幡矢

臼場、花畔など数ケ所からも、土器、石器をどの遺物が発見されている。

手稲町手稲遺跡は、前述した発寒川北岸に発達した砂丘上にある紅葉山遺跡と連続した

地帯で砂山（雄名）に位置している。昭和23年砂利採集中に発見された遺跡で、同29

年7月大塀利夫と石川徹氏が発掘調査を行ったが、土器、石器をどの資料を多数採集する

ことができ、繩文文化後期の土器文化の様相が明らかにされた。その後本地域については、

愛下淳・石川徹氏らが更に調査を重ねている。
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厚田町地域では－日本海津の知津狩から聚富、石狩町高岡に至る石狩低地帯一帯と、こ

れに接する低位段丘、さたは中位段丘を形成する堆域一帯の石狩川北岸の段丘上に遺跡が

存在している。をお本地域すたわち西南面した丘陵地帯及び河川の流域には、既発見の遺

跡の他に、かたり多くの遺跡が分布していることが､､北海道教育大学札幌分校の諸氏の努

力によ句て明らかになりつつある。

当別町地域では壷厚田町に隣接した丘陵の南東面した段丘上で、しかも篠津川の流域に

当る地帯に遺跡が存在していることが、北海道教育大学札幌分校の諸氏の調査によって明

らかに左一､ている。これらの中で昭和39年と同40年に行われた当別町伊達山遺跡の発

掘調査報告書によれ感当別町地帯の高位段丘上には繩丈文ｲﾋ中期の年代の遺跡が主体を

たして存在していることが述べられている。しかしながら低位段丘上には隣接難と同様に、

繩文文化後期以降の年代の遥跡の存在が認められている。なお本地域の先史地理的左考察

については、先にあげた岩崎隆人氏らの共同研究によるすぐ．れた報告番がある。

石狩町、手稲町、厚田町、当別町に存在する遺跡についての諸報告書によ-､て判断する

と、本地城内で現在奏でに判明している遺跡は、 50数ケ所を鐘えているが、正式に保護

処置のとられている遺跡は排無である。をお前述した如く各地帯とも低侭中位の段丘上

には縄文文化中期の遥跡が主体をなして存在し、低地帯の砂丘上には繩文文化後一晩期と、

それ以降の続繩文文化鰹擦交交ｲﾋ期の遺跡が存在していみ。従って本堆域でも札幌市及

びその周辺地帯と同様に、かたりの長年月に亘って先住民族が住んでいたことはいう童で

もをい・

現在をでに判明している遺跡の種類は、竪穴住居杜、墳墓をどであるが、本地域は海岸

地帯なので貝塚の存在も考えられるのでも今後の鯛査に期待がもたれる。童た今日室でに

発見された遺跡は紅葉山・手稲を除いては、いずれも小規模の遺跡のみで、大規模の駒の

は発見されてい左いが、雄理的条件並びに生活条件をどから推察すれば、大規模の遺跡の

存在が可能であるので、この点についても今後の調査に期待されるものがある。なお本地

域から発見採集された遺物は、北海道教育大学札幌分校並びに石狩町､･手稲睡厚田町営

当別町の各教育委員会所属の資料室に保管され展示されている。

札幌地区Ⅲ－3札幌地区

札幌地区は大きくは豊平川以北の手稲山地、以南の空沼・支笏山地、札幌市街地を含む盤平

川扇状地に区分される。ここではそれを更に'ハ〈つかに細分し、西側から記述すみ。
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Ⅲ－8－1手稲山地

小樽地区で述べた朝里岳から、奥手稲を経て手稲山への一群の山‘々は、標高こそ1.000772,

前後で著しく高いものではをいカミ札幌堆区の背景として貴重を位置を占めるものである。

ul地の上部はごく一部にハイマツをみるほか、ダケカンバおよびシラカンバに春子のトト・マ

ツ、エソ･マツを混ずるやや疎を林分に占められみ。中腹から下部にかけて優占するのはイタヤ

カエデ、ヤマハンノキ、 ミズナラで林床はほとんどササに被われる。この山地には特有な植物

はたい。手稲町から琴以町にかけて、山麓にむか＝､て宅地開発が進行しつつあり、発寒川沿い

匠ととに著しい。

手稲山地のもっとも札幌寄りには三角山、円山、藻岩山をどがあって札幌市街に接してお､b、

これらは市民生活とその背景として重要を役割を果すと共に、平野植生に接するところとして

複雑なフロラをもつことで堂術上、重要を意義をもっている。

札幌地区のいくつかの小山は、その母岩が工事用の砂利に有甲たこと、地理的鱈搬出が容易

たことからしばしば採堀の苅象とされており、三角山、発寒上流、手稲鉱山附近、砥石山など

にその例が冬い。

Ⅲ－8－2平野

(i) 札幌市街雄

札幌市街は、豊平川扇状地に成立しており、中心部の原植生はハルニレ群集を主とするも

のと考えられる。それらの片鱗は植物園、北大櫛内をど数個所に残されている。南部の真駒

内、藻南附近ではヤマハンノキ、 イタヤカエデ、 ミズナラが多く、北部ではヤチダモ、ハン

ノキがこれに代わる。

市街地内の自然植生は前出の植物園、北大櫛内および一部の庭園を除けば筈無に等しい。

(il)札幌北部

とこで札幌北部とは市街雄とも．市街化区域をはなれた屯田町、新琴似以北および丘珠町、

篠路町を指す。との地域は、立地からも植生からも、新琴似以南の市街化区域と変るところ

はない。原植生は主としてヤチタ･モおよびハンノキ群集と想定されるが、部分的にはハルニ

レ群集が存在する。ペケレッ ト湖畔、篠路附近の伏龍jll流域の一部に小さい林分があるほか

は自然植生にみるべきものは少をい・

m－3－8豊平jII流域

ことで豊平川流域とは札幌市街より上流部で、定山溪から薄別を経て源流主でと、これに注

ぐ小梅内川および白井川をどの流域を含むものとする。
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流域の大部分は国有林であってよく管理されているといってよい。源流たる無意根、長尾山、

喜茂別岳にはハイマツを含む高山植物群落が存在するが、山の大部分は手稲山地の項に述べた

ように若干の針葉樹を含む広葉樹林に被われる。

沢通りにはイタヤカエデ、ヤマモミジ、サワシバ、オニグルミ、コシアプラ、カツ天シウ

リザクラ、ナナカマド、アサ久ツノハシバミをどが峡谷をかざる。峡谷の景観としては豊平

峡、白井川、薄21k定山溪附近、錦橋、小金湯附近友どが代表的である。

シラカンバ林としては小樽内川上流に数個所の美林があり、ことにヘルベチア・ヒュッテ附

近のものが美しい。

天狗山（定山漢天狗）、観音岩山(八劔山）は小さいが特異な岩峰をもって知られる。

m－3－4滝野°空沼山地

豊平川の中流右岸、広島村、恵庭市に連たる滝野、空沼岳雄域は、従来から登山、ハイキン

グなどに親しまれていたところであるカミ近時、支笏湖への新道が開かれるにおよんで更に利

甲されるよう虻をった。道路整備のすすむにつれて今後童すます人の入りこみが増大するもの

と考えられる｡

空沼儘札幌岳は頂部に小規模をがらハイマツ帯をもち、針葉樹の混交割合も高く、諸所に

美しい林相をみせる。

滝野から有明にかけては、空沼岳方面に比べると標高も低いし、溪流としても厚別の滝程度

で見るべきものは少をい・森林も多くは造林である。しかし、ゆるやかを起伏と、港だやかな

林相とは、空沼岳側の森林に対する一方の対照として保存されるべきであろう。

、－3－5 札幌東部台雄

ことで札幌東部とは、羊ケ丘、厚泓消田を経て里塚、大曲艇達する一画である。

この雄域は広島村に連たる火山灰土壌の台地で、主にミズナラ這コナラに被われるものであ

る力、耕地化と宅地化が進んでいて、いずれも小林分しか残されていたい。台地はゆるやかを

起伏に窟んでおり、低地には水田が作られている。これらの水田地域の原植生はハンノキ群集

である｡

Ⅲ－8－6 自然保護上の問題点

（1）生活環境の保全上必婆な地域について

札幌地区の市街地内に現存す．る樹林としては北大椛内、大学附属植物園、知事公館、丘

珠附近の小樹林、競馬場椛内、円山公塵をどがあるが、植物鯉と円山公圃とを除いては保

存状態はおおむね不良である。大通公園、中島公園、月寒公園をどをはじめとする都市公
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園では、在来の自然木はきわめて少なく、いずれも今後の造成が必要である。

(2)主要道路の街路樹について

札幌地区の主要道路の街蹉樹は、都市区域内の市道については一通り植栽がみられ、樹

種の変化にホ富んでいるが、郊外への諸路線については植栽本数も少たく、撤種もかぎら

れていて、一考を要するところが少を〈たい。国道ならびに今後建設を予測される高速道

跨については、在来型の単木、単列．等間隔の並木植栽方式にとらわれることを〈、道路

景観として検討が行をわれるべきであ為。

(3)国土の保全上必要を地域

札幌地区については山腹斜画河岸電台地の末端の保全が必夢である。山地については

手稲、定山溪石山附近の採石の規綿L河岸については森林伐採や宅地造成にともなう土

砂流入、鉱山排水お､よび廃棄物、崖崩れによる河岸植生の破壊防止が必要である。

札幌東部ではミズナラ、。ナラ林のある台地（清田、月寒厚別）カミいずれも表土が

浅く、植被の破壊によづて重大を侵蝕がひきおこされやすい。

(41 自然の風致のすぐれた地域について

札幌蠅区については、手稲山雄上訊豊乎川、白井川、小樽内川流域が主としてこれに

含主れみ。これらの地域はほとんど国有林もしくは国有地であZ,が、道路の拡巾や新設に

ともたって人の入りこみが将来ともに塔大するものと考えられ、十分を保護管理と竜積極

的を修景植栽が考えられたければたらない。

(5)保健休養上重要な地域

札幌地区については保健休養地域として定山溪およびその周辺が従来から使われて来た。

道路の整備にともなって、中山峠、支笏湖への道程、定山溪一小樽鴎盤溪などが新たに

よく使われるようになって来た。

平雄では石狩IILモエレ沼、ペケレット湖などもやや利甲されつつあるが、なお施設に

も乏しく、十分に用いられてはいない。これらの地域．地点については、それぞれ修景的

植栽が必要であ‐て、よくえらばれた樹種による樹林の造成によって、非常に効果を挙げ

ることが出来よう。

(6)教育研究上参考となる鮒域について

藻岩山、円山の二つの天然記念物と、無意根山の高山帯はいずれも重要な地域である。

紅葉山砂丘のカシワ林は、内陸における砂丘植生として保存されるべきであるが、すで

にかなり失なわれてし室った。コナラ林は北海道には比較的少なく、千水島松から厚別

！
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にかけて小部分に分布し、比較的よい林分が大谷地の北星学園近くに残されている。

湿地林として厚別附近の沢沿いに、ヤチタ・モ、ハンノキ群集があり画その林床にはヨシ、

ミズパシ園ウ、オオカサスケなどが多い。 ．

(7)名木・美林について

本地域内の美林には藻岩山、円山の天然搾円山公園のスギ柊北大構内をどのハルニ

レ林などがある。名木としては附表に示すようなものがあるが画多くは老令のものであり

十分な保護が必夢と考えられる。

(8)地質および雄形上重夢な欺域について

（札幌一定山溪一中山峠間道路）

古くより本道踵は札幌より定山溪温泉に至る要路として、また最近は洞爺湖への最短コ

ースとして全線に亘り、特に中山峠附近でも殆んど完備された道路となっている。沿道の

景観や学術的見堂地として見るべきものも多い。石切山軟石（溶結凝灰岩）の採石場は白

壁の如く削られ、独特の景観を与え琶支笏カルデラからの噴出物として地質的意義も深く、

見学地として好適なところである。対岸硬石山の岩石は硬質の石英安山岩で建築石材とし

てやはり古くより採石され、地質見学地の一つでもある。最近砕石の需要が増加するに従

って採石場も塘加し、樹木の伐採、剥土の面積が拡がり、赤褐色の岩肌の露出が景観を損

じ、童た豪雨時の土砂流、出水など公害面において附近住民の採石反対も起っている。採

石している岩石は角閃石石英安山岩で、硬石山全部同質の岩石によって構成されている。

採石場を豊平川に面する側と反対の側に移すことを考慮する必薯がある。

定山溪鉄道廃止後、定山溪駅の建物は不要にな→ている。札幌、洞爺湖間交通途_b定

山溪駅の跡に駐車場が設けられることが望玄しい。

日本には温泉は多いが、実際の温泉地はホテル、旅館の林立を見るのみで、温泉湧出の

現象を実見し得るところは少い。定山溪月見橋下の河岸では石英斑岩の割目より78以上

の高温の食塩水が湧出しているのが見られる。しかし旅館の直下において、周辺は塵禿

汚水によって環境が汚染されている。定山溪温泉はボーリングのない天然湧出の有名温泉

地として、日本では他に類例のない温泉である。天然湧出の貴重な現象を大切にして、周

囲の清掃を考え、定山溪の見学地点とすべきものである。定山溪駅跡に駐車して、月見橋

下で、温泉湧出現象を見学することは旅館に宿泊しなくても、意義があるものと考えられ

る。
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（朝里一銭函峠一定山溪間道路）

との道路は古く昭和10年頃小梅市と定山漢温泉を結ぶためにバスを通じたこともある

力鳥その後バス道健としては殆んど利用されないで長い間放置されていた。朝里川に沿っ

て上り、朝里峠(770"z,)を越えて小樽内川に沿って下る溪谷、林間の道躍は自然観光

道路として鑑賞さるべきものであるが、一方も必要以上の樹木の伐採を行わないことや、

沿道のヘルベチア・ヒュッテなどの山'1､屋が荒廃俗イヒしないようにその環境を美化し保護

する必夢がある。現在は道跨補修工事中であるカミ林間道路として自然鑑賞に重点をお､き、

観光施設はあ室り設けない方がよい。ただ沿道近く春香山（906”)遥朝里岳（1‘280

〃ﾙ）、白井岳（1．306772,)、余市岳(1.488772,)、天狗岳(1.14477z,)などスキー

登山にも好適の山が多いのでも林間に消潔な山fl屋のあることは望蚕しい・

(9)考古学的重夢地域について

札幌市及びその周辺地域峰海、河川に依存した漁携あるいは狩猟などの採集経濱を主

とした段階の先住民族の生活条件には、雄理的に見ても必ずしも好適の雄ではなかったた

めか、遺跡の数は比較的すぐない。殊に現在札幌市の中心部をたしている鰍域は低堆帯で、

アイヌ語ではサツ・ポロ・ペツ（乾いた大きな川）といわれていた所で、昔時は好んで

人間が住める上うな状態にはなかったことを示している。しかし現在の中心部の西北に当

り、低位段丘をなしている発寒川流域雄帯並びに北部の丘珠と創成川に沿勺た低位段丘雄

帯及び円山北町一円山公園と藻岩山麓地帯、市の中心部の南部から東部にかけた平岸、真

駒内、月寒一西岡を結ぶ丘陵雄帯で河川の流域、更に東南部大谷雄附近には小規模ながら、

先住民族の遺跡が、かつての札幌低難帯といわれた、現在の市街中心部を取囲むように分

布して存在している。

札幌市及びその周辺の遥跡については、大正年間すでに河野常吉氏によって調査指摘さ

れている力急学術的な目的によへて踏査がなされたのは昭和初年で、新岡武彦氏、河野広

道博士、高倉新一郎博士らによって、発寒並びに発寒河畔の遺跡の調査が行われている。

その後同’2年後藤寿一氏も札幌周辺の遺跡の分布調査を行い夫‘々学会誌に報告をなし

ている。なお近年における主要を調査と報告霧をあげると、昭和27年北海道大学構内に

おいて、竪穴住居祉群が発見され、北海道大学北方文化研究室が主体になり、 7ケの竪穴

住居杜について発掘調査を行っている。

その後昭和41年には、北海道教育大学札幌分校考古学研究室の諸氏にエって、発寒小

学校裏の遺跡が調査され、出土した遺物の整理報告がなされている。蚕た同39年平岸坊

OL,､． _姿〃 、
’ 、 ロ 岳

－19－



子山遺跡の発掘調査を、大場利夫が担当して行一､たが、その結果について同41年教育大

学の畑宏明氏が詳細な報告を行っている。富た同42年3月に北海道大学文学部北方文化

研究施設の菊池俊彦氏によって、平岸天神山遺跡から出土した土器の整理報告がたされて

いる。なお同48年10月には教育大堂の諾氏の協同作業として、札幌市周辺における遺

跡を中心にして先史雄理学的に考察なされた報告が発表されたが、本論考は札幌地方に存

在する遺跡についての総括的な論文として注目されるものがある。玄た同44年9月郷土

誌「ひらぎし」に「ビラ・ケシ」と題した随筆で、大場利夫が平岸地域から発見された遺

物について述べたものがある。

以上にあげた発掘調査並びに報文力丸札幌市並びにその周辺における遺跡及び遺物につ

いての主零なものである。なお､北海道教育委員会社会教育課文化財保護係が、今日までの

報文を華礎にして全道の遺跡分布図を文部省文ｲﾋ庁文化財保護部記念物係に提出したが、

文ｲﾋ庁では昭和43年にこれを蚕とめて地図を作製し、「遺跡雄図」として刊行してい

る。これによれば札幌市及びその周辺に存在が認められた遺跡の数は、約80数ケ所にも ‘

及んでいるが、今回われわれが踏査した限りでは、遺跡として正式に保護されているもの

は、北海道大堂植物園内に残存している続繩文文化期の竪穴遺跡のみで､･その他は全く放

圃された状態で、遺跡として確認することもむずかしい状態である。しかし幸いに縄文文

化中期の年代の率岸天神山遥跡の一部と、繩文文化早期一晩期に亘る年代の遺跡カミ平岸

坊子山附近の奥内氏宅内に、破壊されずに残在している。

札幌市及びその周辺に存在する追跡の形成年代については、各々の過跡は一般に,l､規模

であるにもかかわらず、縄文文化初期の早期の年代から始まり､同前期、同中期、同後処

同晩期並びにそれ以降の年代の続繩文文化期そして擦文文化期と、繩文文化期及びそれ以

降の各年代に及んでた．り、凡そ今から6， 7，000年前から1．000年前までの約5，6．000

年の永い期間に亘って、先住民族が生活していたことが明らかである。なお昭和88年8

月札幌市西高等学校郷土研究部刊行の「郷土の科堂」21号並びに同34年12月札幌市

光星高等学校社会科研究部発表の「黒暇石」’1月号によると、札幌市白石及び同周辺に

おいて、先土器文化期の遺物と考えられる石刃（プレート･）を発見したと報告している。

これが若し確実だとすればも札幌市周辺には縄文文化期よりも一層古い年代の遺跡が存在

していた可能性が強い。

なお札幌市及びその周辺を含めた、いわゆる石狩低地帯で発見された土器、石器の遺物

から推察される特徴としては、北海道南部に分布の多いいわば南部的なものと、北海道北
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部に分布の多いいわば北方的なものとの、両文化の遺物が併存していることと、更に両者

の接触によって生じたものと考えられる融合型式の土器文化も存在していることなどカミ

本地域の特色といえる。

札幌市及びその周辺に存在する進跡の種類として判明しているものでは、竪穴住居北

墳墓などがあるが、その他の進椛は土中に埋没しており地上からは判別することが難しい。

富た現在札幌市及びその周辺より出土した土器及び石器は、北海道大学農学部附属博物館

同文学部北方文化研究施設同医学部解剖学教室、北海道教育大学札幌分擁札幌市時計

台資料室、札幌市立平岸公民館に保管され画時計台資料室並びに平岸公民館では、その一

部を展示している。

Ⅲ－4江別地区

江別地区は野幌台地と、その北側を成す石猿川流域の低雄とに区分される6”

旧－4－1 野幌台地

野幌台堆の主部を占めるのはいわゆる野幌原始林であZ,。

野幌原始林は恵庭広島から連たる火山灰台雌が石狩低雄帯に突出した尖端部にある。

この林は天然記念物指定を受け、現在、自然公鼬自然休養林として自然教育とレクリエー

ションを目的とする林堆として保護、管理されている。主嬰樹種としてはエゾマツ、 トト･マツ、

イチイ、オニグルミ画ヤマハンノキ、ウダイカンパ、シラカン'、サワシバもアサ鍵ミズナ

ラ、コナラ、，､ルニレ、ヤマグウ、カツラ、キタコブジ、ホウゾキなどの高木をはじめとして

潅木類を含めて約100種があり、有数の平地林として知られる。

野幌台地北西面は宅j抵各種の学校、施設が近年設けられつつあり、大部分人工草地におき

かえられているが、沢状堆にはハンノキを主とする自然植生が僅かながら残存するのがみられ

る。

大麻団堆は野幌台堆の北西端に位霞する団地でもごく憧かのイタヤ、 ミズナラの残存林がみ

られる。台地の末端斜面にはミズナラ、イタヤの二次林が巾せをく残されているところもある。

m－4－2江別・篠津

江別・篠津は石狩川流域の平地で、江馴市街地の野幌原野の角山および篠津より成る。

江別市街地には江別神社と一もこの庭園に若干の自然植生が見られる。

野幌原野と越後村とは、野幌台地の東に位置し、千才jlk幌向運河および夕張jllが貫流する。

この堆域は｡ ．すでにほとんど耕地化されていて、自然植生は越後沼の周辺と、東野幌の学田附

近にごく催かみられるにすぎたい。
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学田にみられる泥炭地植生には､、ボロムイスゲ群集､ ･ヤチヤナギ群集などがある。越後沼周

辺は主として、 ヨシーハンノキ群集である。

角山は江別市街の東北方一帯で、水田と、牧場に占められる。ことには自然植生は全く残さ

れていない。

篠津は江別市街から石狩川をへだてた北側の地区で、ここも水田化が進んでおり、 自然植生

は残されていない。

（1） 生活環境の保全上必要な地域について

江別地区において現存する市街地内緑雄はきわめて少なく、その面積も限られており、

天然生樹木も多くはない。この地域では市街地内の公園よりも市街地間（たとえば江別と

野幌、江別と当別）の緑地形成が計られるべきであろう。

(21主要道路の街路樹について

本地区に関する主要道路としては

国道12号線、道々江別一広島線､"道々札幌一当別一月形線などがある。これら諸道の

街路並木としてはわずかに国道12号線に沿って単列の並木がみられるのみで他は不十分

である。今後の植栽が期待される。

（31国土の保全上必要な地域について

江別地区については大きな山雄はなく、侵食の問題もない。大麻団地北側をかぎる巾せ

をい斜面は、植被を破壊することなくむしろこれを助成して、土留めと同時に景観を保た

しめるように配慮すべきである。

（4） 自然の風致のすぐれた雄域について

（5）保健休養上重要な堆域について

（6）教育研究上参考となる雄域について

（7） 名木美林

本地域については野幌原始林がいずれもとの4項に関与する。先きに述べたように、札

幌圏におけるすぐれた森林として、十分に保護育成されなければならない。自然公園とし

ての整備に当っては、 ことに林縁のいわゆるマント群藩ソデ群落の保全に留意する必要

があり、いたずらに公園的整備に走ってはならない。

（8）堆質および地形上重要な堆域について

（石狩一当別一江別一恵庭道路）

かつては石狩の名物でもあった石狩川河口の鮭網も漁猿数は年々減少し、近年全く見込

－22－



のないものとなり、昔話に過ぎなくなった。との変化は鮭の廻淋が海流水温その他種々

の原因によって変ったことが考えられるにしても、一つは石狩川の水質の汚濁によるもの

であろう。北海道第一の長河石狩川の沿罵旭jik江別などには大工場が操業しており、

その廃液は川水を汚染していることは当然である。肉眼的にも認められる汚水は自然保護

の見地からも、公害防止上も考えるべき問題である。

石狩町より川を渡って対岸八幡町に上陸すれば海浜堆積砂雇より成る低雄4Kmの東方に

数段の海成段丘が海岸線に平行に発達している。海崖に近い低い方から石狩高岡面(高さ

20m）ナ嶺泊面（25～307ル）＋当別高岡面（40m）＋堀頭面（55泥）＋聚富面

（65～7077I,)+雁皮沢面(75～8077?")と高度の異る段丘面が続いている。車道は

この山裾部に沿って獅子内を通り材木沢まで半円形をなして続いているが、段丘下部には

第三紀や第四紀洪積世の雄層も露出し、棚木も多く屈曲変化があり、道路は完備していた

いが、環境は快適である。石狩川との間の低地部は泥炭湿堆帯であるカヘ展望は広く開け

ているo

…､ク

材木沢より東方当別畦更に南方江別市石狩川河岸室での対雁街道は河成沖積砂礫屑と

泥炭で構成された低平地を直縦勺に走る直線的道路で、快適なドライヴを楽しめるが、樹

木が少〈、変化に乏しい単調さが感ぜられ、石狩川南側の野幌附近の道躍とは対照的であ

る。

江別市より南方野幌を通って志文泓北里に至る道路も直線的であるが、道路両側ある

いは片側だけでも樹林が多く、石狩川北崖に比して趣深く、落付きと潤いを与えている感

じが強い。野幌原始林を含む野幌国有林東側周縁部として当然のことかも知れない。

北里より南方に共栄を経て島松、恵庭に至る道路も直線的であるが、恵庭火山灰で被わ

れた支笏溶結凝灰岩の台地の東麓に沿って、その東側の新しい河jli堆積沖積層と泥炭より

成る低湿地帯の展開を眺めることが出来る。道路西側の台地周縁は宅地造晩道路開発な

どで新たに切り崩し、盛土など人工的に加工される場合は不安定にたり、豪雨雄震など

による被害を受け易いことがある。

(9)考古学的重要地域について

江別箙は札幌市の東北方10粁の地点にあって札幌に隣接し､更に北方では石狩町に隣

接するカミ地理的には日本海に発した石溌川の上流南岸地帯に位置している。本地域は石

狩地帯と同様に、先住民族の生活には河jllによる漁携と平原地諾での狩猟に適した立地を

示している。をた本地帯は古代に北海道を南北に区別していた、いわゆる石狩低地帯とい
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う自然がつくった境界線上の中心部に所在し、当時本地帯を境に南部と北部に居住してい

た先住民族の交易の場所となったもののようで、遺跡が石狩川の本流、支流の至る所に群

在し本市の全域に及んでいる。従って本地域には各年代に亘る、かなり大規模の遺跡が存

在しており、北海道でも有数の遺跡雄帯とを旬ている。しかし市の発展に伴って破壊され

た遥跡が多いカヘ野幌地帯の遺跡は幸いにも緑地帯の中に遺跡公園として保護されている。

江別市及びその周辺に存在する遺跡については、札幌市と同様にすでに昭和初年から知

られていた。しかも本地域には遺跡の分布が広く種類も多岐に亘って.いることによって、

研究者も積極的に発掘調査を行ったのでその成果も多い。すなわち河野広道博士、名取武

光氏、後藤寿－氏ら当時北海道の研究者を始め、八幡一郎氏、喜田貞吉博士ら中央学会の

研究者も参加して、本地諾の遺跡殊に墳墓について発掘調査が重ねられ、各人によって多

くの報告毒が発表されている。左お昭和初年に行われた墳墓の調査結果では、続繩文文化

期と擦文文化期に形成されたものが大部分を占めている。

昭和10年以降本地域の遺跡の発掘謂査が一時中断された。加えて太平洋戦争中に進跡

地帯を鑿地して飛行場に使甲されることになり、多くの進跡が破壊された。左た終戦後は

工場用地として整地が続けられた。こうした破壊の状況を憂慮した河野広道博士は北海道

教育大学札幌分校の学生諸君を指導して、破壊と併行して調査を行った。殊に対雁坊子山

は大遺跡で、縄文文化早期の年代から、同前肌同中蝋同後期、同晩期の各期を経て、

続繩文文ｲﾋ期、擦文文化期アイヌ文化期と、先史文化変遷の状態が明瞭に把握された重

要な遺跡であった‘ことが、本遺跡調査の概報並びに報告韓で明らかである。近年江別市街

堆の西隣野幌大麻に団堆が造成されたが、それに伴い遺跡が発見され、その－部について

は破壊に先だって緊急発掘を行って記録を残し、遺物を採集している。なお､江別市全域に

おける遺跡の発掘調査の歴史、遺跡の分布状態、遺物の詳細については、昭和45年3月

刊行された江別市史の「先史時代」に、河野広道博士の遺志を継いだ河野本道氏によって

詳しく述べられている。それによると江別市内に存在する遺跡の数は46ケ所を算えてい

る◎

前述した研究者諸氏の今日誉での調査によっても明らかであるが、江別市には縄文文化

の最初の年代である早期から、同前期、同中期同後蝋同晩期の全期間と、続繩文文化

期擦文文化期と、先史時代の各年代に亘る遺跡が存在している。殊に続繩文文化期一擦

文文化期にかけた墳墓群が存在していること、その墳墓からは土器石器の他に年代の明

瞭な蕨手刀をどの金属器が出土していることなどで、本州古代文化との対比が可能になり、
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研究上迩要を資料とたっている。

江別市及びその周辺の月形町、奈井江町、栗沢恥栗山町に存在する遺跡についての研

究者各氏の報告響によって推察すれば、本地域の低位、中位の段丘上には、縄文文化早姐

同前期同中期の遺跡が分布し、低地帯には縄文文化後期一晩期と、それ以降の年代の続

繩文文化期、擦文文化期の遺跡が分布していることが明らかであみ。玄た丘陵地帯の一部

から、先土器文化の年代の石器と思われる資料が塵土してお.り、本地域には繩文文化以前

の石器文化が存在していたようにも考えられる。従って本堆域では札鳴石狩坤域では、

玄だ確認できない年代の、すなわち先土器文化の年代から先住民族が居住していたことが

ほぼ明らかである。

江別市及びその周辺で現在をでに判明している遼跡の穂類は、竪穴住居牡、各年代の墳

墓（竪穴式墳基盛土墳墓など）などがある。殊に江別市に存在している遺跡は、大規模

で住居iltの分布の範囲も広い。江別本町附近に存在していた遺跡はその大部分がすでに破

壊されたが、幸い隣接する野幌大麻附近に存在する遺跡は一部保護されて残存している。

なお本雄域から発掘をたは採集された遺物は、北海道教育大学札幌分校、江月ii市公民館並

びに各町教育委員会所管の資料室に保管され展示されていみ。

Ⅲ－5広島地区

広島地区は東端の一部に美里、芝栄の低地部があるほか、ほとんどが起伏に富む火山灰性の

台地に占められる。国道36号線以東の、やや低平左台雄は、耕堆と森林とが混在してお､り、

以西では森林（主として人工林）が多い。起伏を利してゴルフ場も設けられてい為。森林は、

野幌からつづいた針広混交林で、部分的にトト・マツの純林に近い林分もある。

農林省馬鈴薯農場の周辺には、 トドマツ、 ミズナラ、 イタヤカエデなどの針広混交林のやや

撹乱されない形がみられるが面樮は小さい。

台地を刻む小流に沿っては主としてハンノキ群集がみられる。沢に面する斜面にはミズナラ、

イタヤカエデ、ヤマモミジ、 ヒロハノキハダ、アサハエゾニワトコ、ノリウツギなどを生じ、

ヤマブドウも多い。

（1）生活環境の保全上必要な地域について

． ‘ 広島地区の市街地はいずれも小さなもので公園や緑雄空間はことさらには設定されては

いない。江別地区の項に述べたように、ここでも市街地間の遮断林形式の緑地が将来、設

定される必要があるだろう。また、札幌圏のベッドタウンとして、あるいは団地の建設地

として、その中なり、周辺なりの緑地は十分な余裕と翫濾をもって計画されなければなら
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ない。

(2)主要道路の街路樹

広島極の道路については並木らしい並木はほとんどない。

(31国土の保全上必要な地域について

広島地区について、とくに国土保全上問題になるようなところはない。しかし、この堆

域も一般に火山灰性土壌に厚く被われており、表層の土塊は一般に浅い。したが‐て、植

被が不用意に失なわれると、植生の恢復はお､そく、浸食が生じやすい。こうした例は鳥松

沢附近をどにみられ潟。

(4) 自然の風致のすぐれた堆域について

広島地区の自然は比較的単調であることは前にも述べた。との雄区での特徴的な自然と

しては、所‘々に残存するトドマツを混じえたミズナラ群集と、沢通りのハンノキ群集とで

あ馬､。 ミズナラ群集の内、疎生したところにはスズランが多く、特殊な景観をみせるとこ

ろとなっているが、これらは半自然植生とみたすべきであろう。

(5)保健休養上重要な地域

広島地域で従来から保健休獲_と、利用されて来た欺域としてはゴルフ･･コース<・らいな

もので、一般公開的な休養鵡レクリエーション施設は他に乏しい。これらは今後、開発

されることになろうが、その背景としての林地の造成も、先行的に行なわれなければたら

ない。

〈6）教育研究上参考となる地域

前述のように、この地区には天然記念物として西の里のトドマツ林があり、動物関係に

は北の里のアオサギ°コロニーがある。

(7) 名木・美林

本地区には名木・美林に相当するものは現存したい6

(8)地質および地形上重要な堆域について

（札幌一苫小牧間国道）

空港から市街地に至る沿道の景観はその地の初印象として重雲なものである。ローマ国

際空港よりローマ市街に入る玄での道は発掘した遺跡と他には人家のない並木道の連続で

快適なドライヴウェーであった。ストックホルムの新しい空港を市街地を結ぶ道はところ

どころ岩石の露出すみ自然に近い山間の道路が北海道に帰って来たような気安さと落着き

を与えてくれたことが思い出されたつかしい・千才空港から札幌市街に入る道路も大部分、
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かつては人家の少い広い火山灰の原野を走り、その自然の風景は高速道路の出来る前の人

家密集地区を通う羽田、東京駅間の道路とは比すべ〈もなく快いものに感ぜられた。

最近千才、札幌間国道の沿道には工場建設市街地発展がすさまじく、 10年前の様相

とは著しく異一､たものに変って来ている。併しなお多くの秀れた自然景観と学術的要地を

残しているところが多く、今後の保護が重要である。

支笏湖を中心としたカルデラ陥没前の火山活動は現在行われている火山の活動とは比す

べ<もない激烈凄絶な大規模なものであった。それは第四紀洪積世来の約3万年前に莫大

な量の軽石を噴出し、軽石流は広く四方に流出して低地を埋め、高所を焼ってほぼ平坦な

高原状台地をつくった。これを火山砕屑岩台地と称し、北海道に多いカルデラの周辺には

広く見られるものであるが島松附近より西方に展開する台地景観は素賭しいものである。

この台地をつくる雄質はクラーク博士の記念碑のある島松川の両岸壁に非常によく示され

ている。これは軽石流が噴出堆積時尚保っていた高温度と上圧のために再融固結して溶凝

灰岩とたったもので、その典型的なものであみ。ここは軟石として古くから採石が行われ

た採石場である。軽石流の溶結したか穴た部分は軟かく粗な軽石質火山灰の堆績で硬い

溶結凝灰岩の部分とは漸移しているが、その鮓質断面がよく示されている。島松川南側の

国道切割には軽石流堆穣後その内部に含まれていたガスの放出された数多くの二次的噴

気孔跡がよく示され、堆積当時との附近一帯に噴気のあったことが想像される。空港より

札幌童での間の道路において鮭質的に興味ある見学地の残されていることは実に貴重なこ

とで、この地域の見学地や景観の長く保護保存されることが望玄しい・支笏溶結凝灰岩の

台地は月寒まで続いていみが、最近宅地造成のため、新たに切崩しや盛土が行われて不安

定になったところが多い。との変形造成された部分は豪雨、堆震をどによへて容易に崩壊

され、強風によぅて火山灰塵に被覆される左ど、特に自然の安定が破られて不安定になっ

た部分や溶結凝灰岩台地周縁斜面において被害を受け易い。九州南部のシラスは同様の成

因、産状を示し、豪雨侵食による被害の著しいところであZ,が、これと同様道路開発、宅

堆造成の折に留意すべきところである。1968年5月の十勝沖堆震では清田、平岡、真

栄､里塚など、溶結凝灰岩台地上の宅舞が著しい被害を蒙っている。従ってとの国道に沿

う今後の宅地造成には充分地質の調査が必要である。

島松の丘陵地より南方恵庭千才と地形の低くなるとともに樽前山の火山灰が厚くなり

低湿地が多くをZ,。上空の偏西風により火山灰は東方に分布す為のが普通であるが、北海

道でも最も活動的な火I｣jの一つで、歴史時代の噴火回数も多い構前火山の軽石火山灰は東
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方に広く拡がって勇払原野の地形、地質に深い関係を持っている。この附近から西方に近

く恵庭、風不死、樽前の支笏湖辺の新しい3火山が相並んで望まれZ,。

千才市の南方美々の国道切割に示される堆質断面は支笏湖附近の火山活動の経緯を示す

貴重な標本と認むくきものである。その最下部の支笏降下軽石展には直立した炭化木が数

多く含玄れ、化石林として興味ある学術資料である。この炭化木は014により82．200

年と測定されている。この上部の支笏軽石流低部には倒れた炭ｲﾋ木が多く、 Gl･4からの

年代測定によって31．900年と測られ、その_上部は主に櫛前火山に被われている。との

ことより支笏湖盆地生成前の火山活動の年代、それに引続いて起ったと思われる支笏カル

デラの陥没年代も大体推定される。美を附近にはこのような貴重な地質断面が残されてい

z,カヘ最近軽石などの採取利甲が行われ、破壊されz,とともあるので、保護保存に留意す

みととが必唾であ房､。

美々南方ウトナイ沼附近は札幌苫'1､牧低地帯の最近室で海域であった地域の陸化した

部分で広く低湿雄帯をなし、砂、鶴粘土、泥炭、火山灰より権成されていz,。ウトナイ

ト沼はこの附近の陸化の際に残された水域で特徴あみ湿原の間の湖沼の讃観は学緬勺にも、

観光的にも、玄たこの土地の生成を知る上にも貴重な存在として保謹さるべきものであみ。

ウトナイト沼は北より流入する美々川によ-､て涌養され、消水の流れ為約7Kmの美々川

流域の湿原景観は美しく、国道に沿って独蒋の自然を鑑鴬させていz､。美々川の上流部や

小支流の自然が保護されない限り現在の溝流は汚染され、 ウトナイト沼の生命も危うくさ

れるであろう。最近との周辺には工場、住宅、観光施設の計画が多い。かつて不毛の荒地

の如く見られた低湿泥炭雄も自然景観としては特殊な美しさを与え、学術的にも植物学上、

動物学上、地質学上価値があり、この典型的左低湿雄帯が失われないように保護されたけ

れば友らない。

ウトナイト沼の南端より流出する勇払川の川岸において、沼ノ端駅より東方約2Mnの雄

点で、数年前アイヌの丸木舟3隻が発見された懇櫛前火山灰b層(1.667 AD噴

火、に被覆され埋没していたことから少〈も300年前のものと考えられ、貴重な先住民

族の遺物である。このようた難点は遺跡として明示し、その跡が保護さるべきものである。

苫小牧市は産業都市として急速に進展し、苫小牧港の開発は著しく進展している。それ

と共に市民の休養難が必蓉となり、 ウトナイト湖の保全運動が蒲の有識者によって進めら

れていることは喜ばしい。

苫小牧周辺、樽前山麓の丘陵台地には緑ケ丘公園があり、丘陵地上の自然景観が利用さ
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れることは望童しい承との丘陵は支笏溶結凝灰岩より成る火山砕屑岩台地で、周縁部斜

面は崩壊し易く、特に新たに削土、盛土した場合不安定である。 1968生5月十勝沖雄

震の際緑ケ丘公園の道路崩壊や、との丘籏上に盛土した霊園の墓石倒壊が有ったことがあ

る。この丘陵下に筒人家のない低湿雄が残されており、現在塵介の捨場として荒されてい

るが、丘陵下の歩道の鑿朧滞掃によって休養雄として利犀され得る余地がある。

（恵庭一漁川一支笏湖一石1｣'間道路）

恵庭一漁川一支笏湖間の自動車道はかつて支笏湖畔より恵庭岳や丸駒温泉に至る湖辺の

歩道の左カーた時代に恵庭駅より支笏湖北辺に至る登山道として用いられた歩道の拡幅さ

れたものである。全線に亘り支笏溶結凝灰岩を深く侵食した深い溪谷の美しさが楽しめる。

支流ラルマナイ川に懸るラルマナイ滝や白扇の滝も興趣を添えている。さらに支笏カルデ

ラ北壁の上に出て支笏湖を眺望出来るコースは千才より支笏湖畔に至る道路によるよりも

変化に富み、登山家には愛甲されるであろう。現在自然を損う加工は見られたい。

支笏湖辺より石l!Iに至る道路は支笏溶結凝灰岩で織成された火ul砕屑岩台難の景観を眺

めながら通る開けた眺望を持ち、漁川の深い溪谷の道艀とは苅照的である。道露切割には

支笏溶結凝灰岩やその基盤の第三紀頁岩犀の露出も見られへ雄質的には興味があz,。特に

札幌側より支笏湖に至る場合は石山軟石採石場の支笏溶結凝灰岩の燦出に引き続いて、と

れによへて樵成された火lll砕屑岩石雄の拡がりが、カルデラといかなる関係にあるかを示

すものとして教育的に有益である。すなわち石ul軟石が支笏湖陥没識その中心より噴出

して流れ、広い台地をつくりながら石山に堆積したこと、その多量の噴出が大陥没を惹起

してカルデラの出来たことを示す教育的なコースである。

(9)考古学的重要地区について

広島町．恵庭市は札幌市の南東方20粍江月li市の南方20粁の地点に位置しているカヘ

本雄域はいわゆる石狩低地諾の中でも諸河川が交錯した雄帯で、漁狩猟に生活の基礎をお

いた先住民族の生活には最も適しており、隣接する江刷雄域とほぼ同様に生活条件の整っ

た良好を地帯といえる。従_,て本雌域のルルマップllk柏木!lk千歳jlk長都jlk祝梅jlk

美々lik安平川といへた河川の流域、玄たは長都沼の周辺とそれに接した丘陵地帯には遥

跡が広範囲に分布している。なお河jll流域の低雄帯の遺跡は、比較的年代の新しいもので

あり、段丘地諾の遥跡は生代が古い。目下判明している遺跡の数は、恵庭市、広島町及び

由上町､長沼町、千歳市を合すれば、凡そ100ケ所を越えてい為。

：息庭市、広島町及びその周辺の遺跡の存在については、前述した江別市地区と同様に、
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昭和初年から注目され、河野広道博士、後藤喜一氏らによ－､て調査が行われている。しか

し研究者が少数だへたためと、本雄域に存在する遺跡は深い火山灰中に埋没しており、調

査を妨げたので、研究は勢い江別雄帯に注がれたので、必ずしも本地帯の調査は渉らなか

った。昭和87年恵庭市では市内に分布する遺跡の概婆を知るため、大場利夫、石川徹氏

に依頼して7月から翌々39年童での3ヶ生に亘って調査を行い、また千歳市でも同88′

生7月から同41生室での4ヶ年に亘へて調査を行-､た。これに前後して隣接町村でも夫

と調査が行われている。

広島町は札幌市豊平町に隣接していZ,が、札樽地域では先住民族についての調査が最も

遅れている地域であへて、目下の所大遺跡は発見されていない。昭和39年に入って後藤

喜一・酒井喜重氏ら丞町内に存在する遺跡の踏査を始め報告認を雲いているが、それに

よると、盛土墳墓砦（チャシ）、遺物包含地左ど6ケ所を確認し、更に同40生には先

土器文化の遺跡を発見している。たおその他北広島では、団地造成中に遺跡が発見され、

札幌大学石附喜三男氏・田川賢蔵氏・藤本英夫氏らによ気て夫を調査が行われていみが、

蚕だ正式報告書は見られたい。

恵庭布、広島町及びその周辺に当る長沼町、由仁町、千歳市に存在する遺跡の立地条件

は、段丘上には繩文文ｲﾋ早期、前奴中期の遺跡が分布し、低地帯には縄文文化後期一晩

期と、それ以降の続縄文文化期擦文文ｲﾋ蝋アイヌ文化期の年代の遺跡が分布している

（「先史文化の変遷」参照）。との状態は先述した江別市及びその周辺に存在する遥跡の

立堆状態と全く同様である。恵庭帝及びその周辺では現在までに判明している遺跡の種類

は、竪穴住居趾、墳墓、砦（チャシ）、環状土蝿貝塚などがある於それらのうち瑛状

土凝チャシに囲まれた竪穴の存在をどは北海道の他の地域には稀を存在である。戎た本

堆域の遺跡の規模は概して大規模で、竪穴なども十数ヶ群在している所も見られる。なお

本堆域から発掘玄たは採集された遺物は、恵庭市教育委員会、千歳市教育委員会では各所

属の資料室、長沼砿由仁町、広島町でも夫を教育委員会の管理の許に保管され、展示さ

れている⑥
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,園Ⅳ

Ⅳ－．1 張臼海岸の雑木林について（犬飼哲夫）

張臼トンネルを小樽方而から来て出た所にある大きた谷には、現在札挿間のバイパスのため、

高い橘梁を架橋中であるが、この附近の景観も優れていることから、ここに小公畷を作る計画

があって、地たらしがはじま勺ている。

公園を作るのは差支えたいカヘとの附近にある自fわkを伐採したいようにすること、さらに

進んで新しく植栽することが認室しい。それはかつてとの附近から張臼海岸の赤岩は、珍鳥ア

オバトの飛来雄で、天然記念物(僕補に挙げられたことがあるからである。アオバトは、ここか

ら定山溪の間にある森休を棲家としていて、時々海岸に現れたのであ→た。この附近の開発に

よりアオバトの飛来はほとんど絶えたが、森林の育成により、再び飛来することは明らかであ

る。との意味にお､いて現在建設中のバイパス並に公圃は、珍鳥アオパトの誘致を考慮に入れて

施工されることが望ましい。

Ⅳ－2小樽海岸国定公園の施設につし､て（犬飼哲夫）

小樽、余市間の海岸国定公園を貫く国道は、日本海岸の奇岩、絶壁の間を開さくした童とと

に勝れたものであるが、との景勝地を訪れる者に対すZ,施設が不備たために、との玄までは却

勺て、 自然を破壊し、国定公園の価値を失う憂がある。

国道沿いに数ケ所の駐車場が設けられているのは結椛たことである力、ことに休息する者の

ために何の施設もたいために、空きピンやカンが雑然と放棄されていて、著しく景観を害して

いる。駐車場には当然ベンチを髄き、屑箱を騒ぐべきである。 （写真参照）

との国道の忍路近くのトンネル内の電燈は、所々消燈しているのに放置され、交通上の危険

があるうえに、いかにも放任された景勝雄という感を与えられる。

Ⅳ一ろ豊平峡ダムの観光等について（犬飼哲夫）

豊平峡ﾀ･ムの水産生物に関する研究は、北海道大学農学部動物学教室の井上聰博士が研究中

であるが、現在までに得た結果によれば、魚類は次の如くである。

アメマス、オシ百ロコマ、ニジマス、 少､ナカジカ、フクドジョウ
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友お昔は豊平川にはヤマペを多く産することで有名であったカミとと数十年来、サクラマス

の朔上がほとんどきく、水質の汚染、童たタームの建設等により、ヤマベの生息が皆無となった。

そこで井上博士は水産孵化場の協力を得て、現在建設中のタームの上流で、ヤマベの育成試験を

試み、極めて優良を成績を得た。依って将来は糠平湖のよう方ヤマベの完全陸封養殖の可能性

から推して、豊平峡夕・ムでも、同じ可能性があることは想像に難く毒い。

ここにおいて問題にたるのは切角ヤマベ及びニジ･マスの養殖に成功しても、釣り人をいかに：

制限･するかである。豊平川上流で採集されたニジマスは、元来は人工養殖のものカヘ逃れて定

蓋したものであるから、このダムはニジマスの養殖にも適していることは明らかである。

因に採集されたアメマスの食性の研究によれば、食餌の多くは森林中の落下昆虫で、ハナカ

ジカの食餌は底棲昆虫が多い。雲すZ,に豊平峡ダムの周辺の森林と魚類の関係の深いことは明

らかであZ,。

今後グムが完成した時における観光その他釣り人をどの関係は慎重に検討を彊し、何等の規

制もたく大衆の利甲の注注に放置するようなことがあれ燐森林の荒廃を招く恐れがあるのみ

をらず、珍らしい魚類のオン画ロコマをはじめとし、アメマス、フクト･ジョウをども姿を消す

に至ると思われる◎

札幌布の観光課は、夕・ムを観光目的に矛II甲しようとしている故に、自然保護協会は、同課と

連絡を密にし、自然の破壊を防止するよう努刀する必雲がある。

Ⅳ－4札幌市近郊の野生鳥類についての問題点（斉藤春雄）

l. 現在札幌市近郊にお､ける鳥獣保護区は藻岩山、円山、野幌原始林、定山震支笏湖であり、

この地区における保護は一応は考えられている。

2． 石狩川河口附近おエび銭函から望来川に至る海岸雄方は従来より、シギ、チドリ類が多数

渡来し、殊に秋季には渡りの要堆として知られていたが、現在は非常に少〈なった。したが

って、将来との雄方が開発されれば、その姿を見せたくたることと懸念される。

3． 札幌市の手稲山およびこれに連り砥石山に至る一帯の山堆と、西罫三角山、盤溪沢を含

む丘陵地帯は、 ′l､鳥類の繁殖雌として適雄であるばかりでたく、特に秋季の渡りにおける休

息地として知ら傘現在でも、マヒワ、アトリ、 カワラヒワ、ツグミ、ベニヒワ其の他多く

の種類の'鳩の群が飛来してくる。しかし、この丘陵雄区は急激に宅趨上されているので、

渡り鳥の滞留は少〈たり、もちろん繁殖地として〈､その数は減少しつつある。したがって、

手稲山等の近郊森林地帯は、できるだけ林木及びホ床植物を大切にし、開発中の丘陵部にお、
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いても、少しでも樹木を残し、或は積極的に植栽することにしたい。たとえ、藻岩山、円山

等の保護区域を誰っても、それに連をZ,緑地が失われるにおいては、札幌近郊の鳥類は目に

見えて減少していくことは明らかであみ。

4・ 石舞jik千才jik夕張jll等の石狩原野を流れる河ji!の流域には、かつては湿原、沼沢地帯

が多く、 カモ類、シギ蝿バン類其の他の水禽類の繁殖地及び渡りの要地として知られてい

た力、現在では、干拓により、その区域は薪L〈狭く童，、全く農地とｲﾋした侭所が多い。

したがって、営巣地としてはもちろん、春秋の渡りの途中滞留する鳥も非常に少<たった。

その意味でも、現在残されている沼沢地帯は極めて貴重を存在といえよう。したがって、遠

くはウトナイト湖をはじめ、幌向原野馬追原畷其の他に散在する沼地は、できるだけ現在

の姿で残すようにすべきである。更に石獅i l等の切換工事により残された湖沼は、水禽類ば

かhでたく、一般の野生鳥類保護増殖のためにも、その周囲をつとめて緑化することが必要

である。

Ⅳ－5札樽地域における遺跡の保護（大場利夫）

人間が安住できる基本的な条件として、住居が立地上危険がない所に位置しているとと、飲

み水と日光がえられ、食料もえられることなどをあげることができるが、漁擬溌猟に徹した

古代人においては、これらの諸条件を満しうる場所として、海湾、河口、河川の流域室たは海

岸段丘、河岸段丘が選ばれ、常食とすみ魚族または動物を比較的容易に捕狸できる場所が選択

されたのは当燃といえる。札樽堆域に存在する遺跡の分布状態を見ると、いずこもとうした条

件の充された自然の環境を備えていみととがわかる。従ってこうした条件の備わった場所には、

何処にも遺跡が形成され残存していると考えなければならない。なお年代によゐて堆理的な変

遷があったので、遺跡の形成された生代と、それに伴った地勢を基礎にして、前述の生活条件

を満しうる立錐を考えなければならない。

札幌雄域においては、繩交交ｲﾋ早期一前期一中期と、同後期一晩期一続繩文文ｲﾋ早期一擦文

文化期とによって、遺跡の立錐条件が異なへているのは、いわゆる石狩低地帯の地勢の変遷に

起因していZ,からである。すなわち日本海岸の石猿より札幌一江別一恵庭一千才を経て、太平

洋岸の苫,I牧に至る一帯の遺跡の分布状態は、高位、中侭低位の段丘上には繩文文ｲﾋ早期一

前期一中期室での年代の遺跡が分布し、低堆帯には縄文文ｲﾋ後期一晩期及び続繩文文ｲﾋ期、擦

文文ｲﾋ期、アイヌ文ｲﾋ期の生代の遺跡が分布している。これは低地帯が縄文文化後期は海玄た

は湿地で人間が住めず､後期以降は低地帯が陸化して、人間が住めるようになったということ
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や

に起因している。

遺跡はわれわれの祖先の生活の跡である。われわれの生活の歴史を正確に知るためには、遺

跡の調査以外には手段がない。従ってわれらにとってはかけがえのない貴重なものといえよう。

しかし先住民族の遺跡は必ずしも多数残存しているというわけではないので、遺跡と確認され

た場合には極力これを保護すべきである。玄た近年開発によ~て遺跡が破壊されることが多い。

中には適跡地帯と知りながらこれを破壊して、「緊急発掘」といった名目で、遺跡の破壊を正

当化しようとする傾向がある於緊急発掘は必ずしも遺跡保謹の本旨でないので、こうしたこ

とはなるべく避けなければならない。

遺跡は常に土中深く埋没して存在しているので、遺跡の保護はいうべくして最難事である。

札樽地域では石総野幌大麻付近、恵庭千才各地城の未開拓雄には、まだ多くの遺跡が存在

してい為可能性が多い。また'1,検、余市地域にも山陵、海岸線などで、洞穴、巨石記念物とい

った特異な遥跡が埋没して存在している可能性が多い。

現在札幌地域には、比較的多くの種類の遺跡が存在しており、遥跡にエってはその学術価値

が認められて、市町村萱たは道または国の文化財として指鰭を受け、保誰されているものもあ

Z,。すなわち国指定史跡としては、手宮洞感フゴッペ洞威忍路環列石があり、道指定史跡

としては、地鎮ul巨石記念物、西崎山ストーン・サークルなどがある。また未指定の遺跡でも、

遺跡の重要さを予想して保隷されている例としては、野幌大麻団雄内遺跡恵庭公園遥跡など

がある。また神社、仏閣の敷地内であるために辛うじて残存している例としては、千才市千才

神社チャシ、札幌市天神山がある（天神山遥跡・写真参照）。左お'|親模ながら昔時のままで

保護されている例として、北海道大学付属植物園内に続繩文文化期の竪穴住居杜が見られる。

以上にあげた余市フゴッベ洞凝地鎮山、西崎ul，恵庭公風千才神社、天神山、植物園など

の諸進跡は、幸い昔のま玄の環境を維持しており、 自然との調和を保‐て、先住民族が生活し

た昔時を推察Lうる環境を保持していることは幸いといわなければならない（恵庭公園遺跡・

写真参照）。

最近遥跡保護上惜しまれる例としては、余市町フゴッペ洞窟遺跡のすぐそば500772,の雄点

に衛生施設組合衛生センターなる大きな建物が立てられたことである。世界的に学術価値の高

い本洞窟の、自然景観を著しく損ねたことは、誠に残念といわざるをえない（フゴッベ洞窟遺

跡・写真参照）。なおフゴッペ洞窟のすぐそばに鉄道路線が走っており、日念の振動で壁面が

脱落して彫刻が剥離しつつあるということである。その保護対策として国が専門家を動員して

検討しているということであZ,が、一日も早く保講措瀞が完成するよう願うものであみ。また
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洞窟のすぐ前に道路がある力、できればトラックをどの重量車は通さぬようにして、なるべく

動揺を与えぬように注意すべきであろう。

文化財保護条例のない市町村においては速かに条例をつく為とと。文化財の専任の管理者と

して、考古学を専攻した学芸員を採用して遺跡の発見に努力す為とと。文ｲﾋ財に対する予算を

考えること。これらの問題について各当事者は真剣に考え、そして実行すべき時期にきている

ように考えられる。

Ⅳ－6札幌・小樽・石狩・江別・恵庭周辺の緑地及び自然保護につし､て（井手責夫）

これらの地区のうちで、自然保謹上特に重要で、将来道の自然保護区域に編入せられるべき

地区、例えば漁川流域、手稲山の札楡国道に面する区域、石狩湾の分部越から銭函に至る海岸

線とその背後の保安林区域など、これらについては他の調査委員から、在た他の機会に詳述せ

られると思うので、全般的に気づいたことについて、二、三述べることとする。

l.道跨林の機成について

全般的に見て国道、道道を問わず、殆んど街路樹が見られたい。これは早急に対策を講ず

るととが望室しい。なお､その際に、例えば札幌札樽国道の琴似町をはずれる附近から以西に

はなお道路の両側に相当の空地がつづいている。しかしこれらはいずれ工場群又は宅雄等で

埋められることであろうが、現在のうちに相当大規模な街路樹計画をたてて、早急にこれを

実行にうつすべきである。大規模を街路樹計画というのは、殊に国道ぞい及び高速道路ぞい

には、単に従来のような－列の街路樹ではなく、幅2， 30m位の道路林ともいうべきもの

を植えて、国道叉は高速道路が森林に囲室れるようにすることが望玄しい・これは防風防罫

防塵、防音等冬〈の効果を期待し得るのみならず、風景的にも、精神的にも種々の効果が期

待できると考えられる。

我が国では、自動車類の急速な増加のため、従来の一般道路がその玄を自動車道路として

利甲さ松またそれがそのまま拡張利用されているた恥殊に市街雄にあつては、人の歩く

場所が甚し〈危険且つ窮屈になっている。従って、今後は国道、高速道路とは別に、人のた

めの道路が殊に必要とせられる。そういう場合にも、幅広い道路林があれば、必要によって

はその中に歩道や散歩道を作ることもでき為し、また市街端住宅街力、国道や高速道路か

ら森林によって保護されることにもたる。

これらの道跨林は必ずしも－種類の櫛林帯となるべきでなく、針葉撚広葉樹の混交林で、

新緑紅葉の風情の楽しめるもの力鑓切と考える。そして諸所にドライヴァ及び附近住民のた
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めの休息地として、樹林階の中にやや開けた庭園を設けることが必謬である。

2． 札幌市北郊に樹林帯をもった緑地造成の必婆

札幌の南西部には円山、藻岩山等があり、東南部にも月寒等の森林帯があるが、北東及び

北西部には非常に樹林帯が少ない。現在、田畑等があるばあいにはあるていどの緑地帯が維

持でき為が、これは急速に宅地化しつつある。従ってやはり諸所に森林帯乃至森林公園を造

成する必雲があみ。北西方面には例えば紅葉山附近さたそれから海岸にかけていくつかの防

風保安林があるが、これらを確保するとともに、河jllぞいに並木が残っている所が多いが、

それを積極的に保護育成し、これらの並木をやは.りあるていどの幅をも＝た森林瀞にすべき

であみ。

3． 歩道の造成

札幌市の中心には大通公園があってオフィスの人々にとってもいこいの鵜所とたっている。

そういういこい、あるいは散歩道ともたるべき所がどのよう左市街雄にも必要であ→て、そ

の点でも市内の街路樹の育成が今後とも各区域にわたって行われねばならない。そして住宅

街等の道鍵は徒らに拡げずに、住民の生活必零を充十ていどの道路で、人が安心して歩ける

ことが大切である。そのた砧にはたとえ－772幅でも、歩道をきちんとつけておくことが望ま

しい◎

宮の森雄区でオリンピック道腱に反対の声があが司ている。これも車の道路だけを作るか

ら反対されるので、同時に樹林帯を設けて居住者を道路から保護するとともに、歩道の確保

が望をれる。

歩道については市街区域外に於ても諸所に遊切を歩道を作るべきである。玄た車道の建設

が景勝地区に於てなされるばあいけ、とくに歩道との関連について事前に充分な協議が行わ

れねばならない。
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V綜 括

V－1 総論

調査項目として挙げられた7項目（調査実施にあたっては第8項目として地質および地形上

重嬰な地域、第9項目として考古学上に重襲な地域を加えた）について、これを綜括的にみる

と以下の分類が可能である。

容内分区

学術・研究に必夢な地域

国土の保全上必夢な雄域

名木･美林・文化財埋蔵j職点

1． 自然を厳密に守るところ

2． 自然を出来るだけ生かすところ 景観保全上必要な地域

休養雄(A)

3． 自然を核として利用するところ 都宙公園・緑地

シェルター

休養地田）

都市公園･緑地

シェルター

休養地(c)

街路樹・緑道・公園道路

4． 人工的自然を造るところ

この内、第4項に分類される人工的自然の造成埴、自然を新たにつくり出すところについて

は、実際問題として札幌圏の諸種の将来計画が立てられたければ立案の仕様かをい。少たくとも

も将来計画と平行して作業が行方われなければたらをい・

したがって、ここでは第4項については可能性の提示にとどめておくこととした。

V－2保護

ことでは総論において述べた地域分類項目の主として1と2について述べる。
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V－2－1 自然を守る地域について

学術的重要性の高いところ、天然記念物については、自然を穣極的に守る方策が立てられな

ければたら食いのは当然であみ。

学術研究用地域についても、あるいは国土保全地域についても保護の方法、形態には二つあ

る◎

す左わち自然を（遷移を含めて）その室室にしておくのと､ある程度の人工的管理を行う場

合とがある。

人工的管理については歩道をつける移度から、森林にあっては倒木や枯損木の処理虫害防

隣林床整理をどの諸種の段階があ農。米）
， ； ､

前項の天然記念物的保謹対象物についても最'1,限の管理が維持のために行をわれるのは当然

であるが、それ以外の通常の自然群集などについては人工的管理レベルはより高く、強くたる

のが普通であ碁。しかし従来の（たとえば森林の）管理は、 （森林）そのものの管理であって、

必ずしも直接的には〃人〃のためでは方かつた。

ことに都帝周辺のよう宏ところでは、自然も多目的的に用いられることが多く、自然保護区

もまたその例外ではあり得をい°

本生度の調査範囲については、学術的に重要な地点はやや限られてお､り、面積も大きくは怠

いから、これを完全に隔離して厳密た意味での自然保護区とすることが可能である。

ことに外来雑草の入りこみを防ぐ意味からしても時にはこうした場所については全面的に立

入りを禁止する恋立入り数を何らかの方法でコントロールするべきである。

第2に、国土保全に必要を自然についてはどのみち、管理上の道路が必要であろうし、こと

に面積もあることから、いろいろを目的に利用される可能性がある。

たとえば石瀞海浜では、ここに発達する砂丘林は、防潮、防風魚付のための保安林として

国土の保全目的に甲いられると同時に、他方ではたとえば海水浴場の後背林地として、あるい

は海浜公園の役割を果たすところとして、更にときにはシェルターとしての効甲を果たす。

V－2－2 自然を出来るだけ生かすところについて

自然の重要性にランクをつけることは本来難かしいととであみ。景観保全に必雲を地域が学

術的に必専を雄域に対して、自妹の重専性において劣るとは軽々しく決められはしきい。しか

し、学術的に重要を地域に比べれば景観的に必専た地域は「個」に対してやはり「群上(maBB)

米)ｵ畷圏でいえば円山とか藻宅山とかは天然記念物として前者の例に属すみ。
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の機能が強い。いいかえれば必ずしも「個」の保存が強認されることはない。

そこでは森祐海浜、湿原、山地などの、特徴的な群系が専求されることにたる。

札幌圏については森林群系は比較的富んでいるといえる。手稲空沼、無意梶余市岳左ど

一連の山群は、低いが比較的よく保全された森林に被われていみ。景観保全に必専を森林群系

には二つの機能が考えられ碁。第一は「遠くから見る（あるいは見られる）」場合第二は「

近くで見碁（あるいはその中に入る）」場合とである。

地域としては手稲山地の北面および西北面あるいは中山峠に至る無意根山地は第一の場合に

属する。したがってこの斜面の森林については少なくとも主専道路から望見し得る範囲の森林

は全て十分に保全されたければたら友い。その範囲は別図に示されるごとくである｡､

第二の場合に属するのは無意根山雄北部余帝岳、空沼岳たどであZ､。こうした地域につい

ては、単に一般に緑を守るというととよりも、もっと細かな景観管理が必嬰とされる。車道（

ことに高速道路）に代って、歩道が多くたり、視点も、視界もちがへてく碁からそれに相応し

た森林景観の形成、保全が喜求されみ。高木樹種だけでだく．低木、草本鰯にいたるまでの配慮

が（ことに歩道沿いには）行たわれ愚べきであろう。

湿原や草原については、自然のも勺とも美しいカタチを、人為的に巧妙にバランスをとって

存続維持させることも考えられ碁だろう。ドイツのリューネブルケル・ハイデにおける維持管

理方式たどはよい参考例とされるだろう。

ここにいう休養地(A)とは「自然の中ですごす」というところと考えたい。今までに述べたよ

うに、景観保全に必要な地域の多目的性にかんがみ、その一部は休養雄として利用されるだろ

う。ここでは車道はもちろんつけられたければ念らたいがも何らかの意味での制限（乗り入れ

数の制限、車種の蒲1帳、時間の制限方ど）が考えられたければたらたい。車の増加に応じてた

だ道巾を拡げたり、駐車場を無制限に拡大したりしてはたらをい・

この地域の道路は幹線産業道路とは分離されみべきで、共用も出来碁だけさけるようにした

ければたらない。たとえば、 ，j､織一定山鶴あるいは支笏－札幌間の道路たどはそうした形に

おち入る危険性をすでにも‐､てV､る。

枝道あるいは袋,l､路的な地域は、「自然の中ですごす」休養地としてのよい条件を備えてい

るといえるだろう。との例に属すみのは定山溪一朝里間の沿避盤溪沢、調査堆域は外れるが

′j､樽後背部の赤井jl肘をどが挙げられる。

こうした地域の有効な活用が期待されZ,。

－89－



V－2－3 自然を杉として利甲するところについて

現存する自然を核として利甲するところとしては、平野部や台地上に残され患林地、湿原、

あるいはjllや湖沼の周辺などが考えられる。石狩平野のように廃発の歴史が北海道としては古

いところでは、こうした自然はたしかに少をいけれども、それでも本州におけるよりは玄だ自

自然景題が残されているし、また自然の恢復を計るに足る潜在的立雄能力ははるかに高いと判

断される。

石狩海浜および紅葉山の砂丘椛花畔および生振の防風椎旧石狩川およびいくつかの化石

湖の周辺、厚別から広島にかけての台地上に点在する森林､忍跨陥近の海岸林をどはその典型

例である。面積的拡大の可能性は少をい力､都市区域内での現存緑雄にも、潜在的能力のある

ところがいくつかある。

これらの緑鍬の大部分は、休蕃噸別として仕立てられるところと考えられみ。ここでいう休

詫齢とは「自妹を使う」意味として考えたい。

この場合の休蕃地における「緑」の占め為割合は休養埴A)におけるよりは'1､さい。人為的倉

管理修景はより強く行たわれZ,。いわゆる都市公園と自妹公園との中間的性格をもつものと

考えてもよいだろう。たとえば野幌原始林のもつ艦果す役割りはその代表的なものと考えて

よいのではたいだろらか。したがへてもこうした規模あるいは性格のところが、従来それを欠

く札幌北部や東南部に設定されるべきであろう。

V－2－4人工的自舛を造るところ

本区域における都市公鴎緑地のレベルは決して高くは童い。公風緑地の整怖が施設や公

圃内道路整備に向けられてそれぞれの堆域、雄点における最適の植生の決定に欠けていたこと

がその大きな原因とを勺ている。前節に述べたように潜在的立地能力はなお十分にみとめられ

るから、都市公風緑雄の造成にもそれを効果的に使うことが喜求される。

街路樹、公園道路計画についても同様なことが云える。

・ 休養HMC)としては全く人工的に、計画的に緑鶏林雄などを造り上げて、その目的に適うよ

うにしたものと考える。大規模なロックガーデンや、森林を混えた起伏ある草原などがたとえ

ば河川沿いや、低い台地(たとえば広島町にかけての）左どに想定されるだろう。

ここに述べた保護や利甲のための一般的原則ならびに方策を、実際にすすめるためには、更

に精密な植生図（現存植生図と潜在自然植生図）が必馨である。全域にわたって差当り2．5万

分の1の地図と、細部にわたっては少なくとも5千分の1のスケールで調査が行なわれる必要

がある。
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この植生図の作成を待って、地質、土蝿気候条件とそのデータを考えた上で、強い自然と

弱い自然とを表わした「自然の分類図」を作成するべきであろう。自然保謬計画も、利用計画

も、重要な基礎資料としてのこれらの地図の作成を待たなければ茂らない。

V－3 自然の利用

ことでは自然の利甲を、主としてレクリェーシ画ン開発の視点から述べる。

v－3－1 観光の構造

人がある地域の制度・文物などの輝かしい成果を視察に出かけたり、日常生活圏を離れ再び

戻る予定でレクリエーションを求脆て移動したりする場合には、常に、そこには見る（求")る）

ことと見られる（求められる）こととの対応関係が潜んでいる。

現在、見る人の心の中にあるものを観光意欲、見られる側にあって観光意欲の潅足にあてら

れるものを観光媒体と名づけて､以上の3毒素から成り立つものを観光の椎造とみなす考え方

がある。 1）このような考え方は、観光の構造を観光主体・観光管理者・観光客体2）をたは

需醇・流通・供給3）などとしてとらえるとらえ方の中にも見られる。

しかしながら、観光の在り方を論じる場合には、衝動・行為・満足4）という一連の関係の

類推から、観光に対する認識を総体的に把握する哲学的思考が必専とされる。

v－3－2認識の椛造

観光・レクリエーションの実体を総休的に認識しようとする場合、観光。レクリエーション

の問題点かすべての人・あらゆる立場にとって考察可能となるような、しかも人々・立場のち

、_/がいからくる見解の相違をも明視し得るような分析系というものは存在しないだろうか。

いま試みに、認識椎造の分析系として、x(人)-Y(存在)-z(価値)-M(過程）一

2（観念）を軸とする座標系を想定してみる（図－1参照）。

x軸上には、観光・レクリエーションへの動機を付与された人一反射的・潜在的な欲求を

もった観光･レクリエーションの行動主体､または観光・レクリエーションの実体を認識しよ

うとする人々が位嚴づけられる。この軸上には、また個右の帰属集団における個人、立場を異

1）井上万寿蔵「観光と観光事業」 国際願光年記念行事協会， 196ワ

2）内閣総野大臣官房審議室編「観光の現代的意義とその方向」, 1970

3）国土計画協会編「地域計画要覧」0 1965

4)Malinoweki,B : AScientiric TheoryofOuユセure91941

（姫岡・上子共訳「文ｲﾋの科学的理論」岩波番店， 1958）
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圧する個々人を並べることもできれば、これらの人とを個人･家族・仲間グループ･同質的集

団・異質的集団として仕分けることもできる。従~て、個々人が企てるx－z座標系等によっ

てそれぞれの立場による見解の相異を比較することもできれば（図－2－4参照）、また個人・

家族・友人グループ・同質団体・異質団体それぞれがY軸・Z軸等と対応する対応の仕方の相

違をそれぞれのランクにお､いて検討するとともできよら（図－3， 4参照）。このように他の

座標軸との関係を通じて、X軸において、人間とは何かが究明されてゆくであろう。

Y軸上には、観光・レクリエーション成果にかかわる条件として、場所的移動（足：交通）・

一定期（時）間の滞留（拠：休憩・宿泊）・狭義のレクリエーション活動（遊：見聞・スポー

ツ）・環境との対応（囲：印象・情緒・雰囲気）・付加的関連活動（仕：サービスの授受）が

仕分けさせる。ここでは、文明を持院・発達させる櫛壜的な蕊素としてのレクリエーションの

あり方1）や文化を形成する積極的な専素としての遊戯力､2).蚕た裸の都市を包む衣の蒲せ

方3）が究明されてゆくであろう。

1) MarJSK. :Grundries derKritikderpoユユtischenOkonomieD

1852－1857(邦訳･あり) .

MarJ9K、 :DasKapital(邦訳あり）

2) Freud, S. :日本教文社版フロイト選集I～XⅦ

Zweig, S.:D1eHeiユungdurchderGeieql931(邦訳あり）

3)Huizinga,J. :Homo IJudene, 1938(高橋英夫訳「ホモルーデンス」中央公

論社， 19681)， 19652）

GliCkBOngA、 :Recreational ljandUee;IJecture at the

InternationalSympoeiumonpMansRole inChangingthe

Earth, 1955(前野淳一郎訳：レクリエーシ圏ﾝのための土雄利甲,国際建築VOユ．289

"5, 1961)前野淳一郎：観光開発主体論，地域開発VO1．59 1969.4

横山 扉：造園とは何か， 日本庭園VOユ．32&VOユ．33

⑬
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ー

x軸：観光・レクリエーションの行動（認識）主体

r軸：観光・レクリエーション成果にかかわる条件

z軸：観光・レクリエーション成果を価値づける甕因

M軸（時間） ：過去・現在・未来、 （デジタル・アナログ）不連続・連続

2軸（観念） ：個・社会（ケゼルシャフト・ゲマインシャフト） ・国家・世界･宇宙

z軸上には、観光・レク}1エーション成果の価値づけ要因として、目的（欲）・資源:(財）・ ・・

企画（画）・必専（再）・制度（法）が仕分けされる。ここでは、自然と人間とのかかわりあい：

を映し見る鏡として、文明・文ｲﾋとは何かが究明されてゆくであろう。

い堂、われわれが試みている分析系は、観光・レクリエーションの実体を織造的に認識するた

めの道具であって、三つの軸(x-Y-z)で織成される3次元に、4次元として味間のM軸を、

さらに5次元として観念・理念を付掌する2軸を加えて、すべての人にとって使いやすい道具に

してゆかねばならをい・

よへて、M軸として過去・現在・未来、玄た連続・不連続（ある時点）或はアナログ・デジ久

ルな時間の系をとることより、歴史的.･段階的にX-Y-Z系の考察が可能となるであろう。

さらに、2軸として個および個‘々の総体としての社会（ケマインシキフ卜・ケゼルシャフト）・

国家・世界・宇宙の系をとることにより、それぞれの立場における観念・理念の相違が明らかに

されよう。ここにおいて、個と全体とのあり方が問題となってくるであろう。

v－3－3 分析系の展開

分析系x－Y－z－M－Zの展開例として、観光・レクリエーション開発のコンサルティン

グ・計画・設計を「業」とする立場から開発の「企画」をチェックするためのマトリックスを

次に示そう。

X

個人:o帰属集団における個人、或は諸集団の一員としての個人（観光主体・認識主体・行動

主体）の条件

o認識主体の能力（知力・体力・経済力等）・生活環境・傭報量

o行動主体の動機（緊張解除の動機・自己拡大達成動機・社会的存在動機）・衝動・欲

求・意欲

家族の条件：
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友人クループの条件：

同質団体の条件：

異質団体の条計：

Y

足移動形式………直行・探行・遊行

観光コース……ピストン型・スフ．－ン型・安全ピン型・タンバリン型

移動手段

拠滞留形態………トランジェント・リゾート

（仕方） 中継型・目的地型。ゆきつけのところ

滞留手段

遊知覚：視覚・聴覚・嗅覚・皮膚感覚・内臓感覚・運動感覚・平衡感覚

空間知覚・時間知覚・運動知覚など

対象：資源的なもの・人が蛍舌する空間・移動そのもの・行動

対象を知覚する：知識を得る、鑑賞する。精神を鼓舞する、体験する・体義する、参加す

る。所有する、保存一理解一奉仕する、保諏一育成一開発する､発見・

発明一創造一愛する

囲盛り場八丁論

歩行者………寄身拠点から半径45077Z,闇

オーナードライバー……半径250m圏

仕レクリェーショナルサーピヱ

消費財

Z

欲情熱的・物欲的な意欲、成し遂げたい。または得たいとそれを目ざして行動するよう設定

され、方向づけられたことがら。

財実体の状態：有形・無形、流動・停滞・拡散・潜伏、生長・退化、内在・外在

価値づけ： 真・善・美・用役・交換

実体の身体的・感傭的・知能的把握によって価値づけられるもの：自然的・人文的・歴史
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I
的。伝統的・文化的なもの、技術・労働力・資本・施設など 、

■

注：立場の相違によって、同一の物が「欲」に位瞳づけられる（コペルニクス的転回）

瑠恨化･連合･類推･イメージ・ヴィジョン・夢・プランニング・デザインなど画玉竪限化･連合・類抵・イメ

"ORRCの鯛査

モチベーション リサーチ

マーケティング 1jサーチ

法、制度

運用・管理

便益・教育・流通のシステム

法
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